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うさぎ課
【ジャンル】
　　うさぎを題材にした、オリジナル小説。
【内容】
うさぎを愛する青年が、うさぎ課への正式採用をかけ、　

うさぎ商品の考案大会に挑む。

　（※作中のうさぎ商品のアイデアはオリジナルです）
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序章
あれは私が小学生の頃だっただろうか。老朽化した校舎が改築されることになった。そして改築工事の関係でその校舎付属の小屋で飼っていたうさぎを今後も飼い続けることが困難になったということを、月一の全校集会で聞かされたのを覚えている。その後のホームルームで、うさぎを誰か飼える人はいないかという先生の問いかけがあり、誰も手を挙げなかったことも覚えている。

私は生物委員だったこともあり飼いたいと親に頼むも、住んでいるマンションがペット禁止という理由から諦めさせられた。

それから数ヵ月後。飼い手のいないうさぎは、いつの間にかいなくなっていて、私は貰ってくれる人が見つかったんだと嬉々しながら職員室に向かい、そこで処分されたという現実を知った。

知ったその夜、私は涙ながら眠りに落ちた。そして不思議な夢を見た。

それは、うさぎの裁判だった。

裁判官、被告人、係官、そして傍聴席にいる人々のその全てが多種多様なうさぎで構成されていた。そんな中で私だけが人間の姿をしているのにも関わらず、誰も驚いた様子はなく、裁判は進んでいく。　裁判の内容については、もう小学校の頃の話でもあるし夢の話でもあるのでハッキリとした記憶はないが、確かこんな会話を聞いた。
「被告人は、うさぎ法で禁止されている野菜をこっそり食べていた。認めるかね」

「み、認めます」

「被告人には、うさぎから人間となり、我々うさぎの面倒を見るという罰を与える」

「待って下さい、我々の面倒を見るのは人間の仕事ですよ」

「今日、罪なきうさぎ達が処分された。彼らの面倒を見ることを人間は放棄したのだ。無論、我々うさぎが人間に依存していたということは反省すべきところだ。今後は我々自身で我々うさぎの面倒を見るべきだ。そして、うさぎ法に則り、被告人には恩赦を受ける条件を提示する。恩赦を受け、人間になる呪いを解きうさぎに戻りたいのであれば、人間を育てるがよい」

「私達うさぎが、人間を育てるのですか」

「そうだ。うさぎのことを真剣に考え、面倒を見る。そんな人間を育てることが出来れば、お前達を元のうさぎの姿に戻すことを約束しよう」

そんな話だったのを覚えている。そしてそのときは子供心に私はうさぎが人間になった存在なのだと思い込んでいた。それはおそらく、うさぎを飼えない寂しさを自身がうさぎと思うことで代替していたからだろう。

時が経つのは本当に早くて。

うさぎ裁判の夢を見た頃から二十年近くの時が過ぎ、二十五歳の誕生日を先週に終えた今朝。何か懐かしい夢を見た気がするがもう思い出せない。そんなまどろみの中、窓を開ける。Ｔシャツ・短パンという格好には少し肌寒い風が部屋に入ってくる。私はすぐに窓を閉める。そして再び布団の中に入り、もう一度夢の世界へと旅立つのであった。

第一羽　ラヴィアンローズ
居心地の良い場所は、誰にでもある。それは自宅の部屋か、冬の布団の中か、オンラインゲームの中か、俳句を書く人か、はたまた恋人の隣か、いやいや家族の温もり溢れる居間か。それは人により多種多様。そして、変化していくもの。

この物語の主人公である私、野花（のばな）真（まこと）の場合はどうだろうか。

うさぎカフェ、ラヴィアンローズ。うさぎと触れ合うことが出来る喫茶店である。うさぎカフェと言えば、皆さんはどういった想像をされるだろうか。実際に訪れた客の多くは、まずはうさぎが放し飼いにされていないことに驚くそうだ。おそらく猫や犬のカフェと同じような場所を想像されたからだろう。放し飼いにしていない理由は、うさぎ好きの方ならご存知の通り、多頭飼いはとても難しいからである。余程相性の良いうさぎ同士でなければ喧嘩が多発してしまうのだ。だからうさぎカフェでは、訪れた客は店内にいる数匹のうさぎから一匹を指名し、そのうさぎとマンツーマンで触れ合うことになる。ちなみに、店員のお姉さんを指名しても、触れ合うことは出来ない。

「野花さん、そんな残念そうな顔してもダメなものはダメですよ。もし本当に興味がおありでしたら、プライベートの時間に声をかけてくださいね」

だ、そうだ。

そんなことを思っていると、先ほどの店員がオレンジジュースを運んできてくれる。私は少し渇いていたノドを潤しながら、店内を改めて見渡す。

私が今いる場所は、うさぎカフェであるラヴィアンローズ。市販されている多種多様なうさぎの人形や、店員が自作したのであろうペーパーウサギがあちこちに飾られている。ジュースの入っているコップにもうさぎのイラストがプリントされている。暖かい飲み物の場合に使われる陶器のコップは持ち手の部分にうさぎが立体的に存在している。このようなうさぎのワンポイントは、うさぎ好きにはとても嬉しいものである。その他の特徴はないかとさらに見渡すも特には無い。えー、そんなことはないだろう。と、思われる人もいるかも知れない。多くの方は、うさぎカフェと聞くとゴシックロリータ風な店を想像され、それは特徴だろうと思われるかも知れない。だがこの店はそういった雰囲気はなく、どちらかというと木だけで作られたコテージの雰囲気に近い。だからだろうか。男性である私でもこの店の雰囲気は心地よい。

もう少し店の様子を付け加えよう。この店は都市部から数駅離れた場所にあることから、店内はそれなりに広い。にも関わらず、店内には私が今座っている四人掛けのテーブルの他に、同じタイプのテーブルがもう一つあるだけである。喫茶店なのにテーブルが二つだけ。その他のスペースは一体どうなっているか。言うまでもない。
そう、うさぎとの触れ合いスペースだ。これがあることが、うさぎカフェの最大の特徴である。その他の要素については言い過ぎになるかも知れないが、おまけに過ぎないのだ。

私はオレンジジュースの入ったコップに、名札のついた蓋を取り付けて閉じる。これはこぼさないようにするのと、飲んでいる途中にうさぎに触れ合いにいっても誰のコップかわかるようにするための仕組みだ。そして、もう一つ理由がある。私の蓋を取り付ける動作を合図に、店員が私の元に近づいてくる。つまり、今からうさぎに触れ合いに行くという合図になっているのだ。

「野花さん、今日もあの娘でよかったでしょうか」

「うん。お願いします」

「かしこまりました。どうぞ」

店員の案内の元、テーブルが置かれている人間側と、触れ合いスペースであるうさぎ側との境界線となっている二重柵を越える。二重柵になっている理由は言わずもがな、うさぎが逃げていかないようにするためである。だが、実はここうさぎカフェではもう一つ理由があるのだ。

「モンブランちゃん、元気にしてたかな」

それは、今までの気を入れた自身から、ただのうさぎ好きになるという気持ちの入れ替えだ。

店員から座布団とうさぎのおやつとなる乾燥キャベツを受け取り、触れ合いスペースの中に座り込む。その間に店員は目的のうさぎがいるゲージの扉を開ける。待ってましたと、一羽のうさぎが飛び出してくる。

私のお気に入りであるライオンラビットのモンブラン。身体は濃い茶色の毛で覆われているがおでこの部分だけが少し薄い茶色の毛になっているのが特徴である。そんな姿がモンブランケーキに似ていることから名づけられたそうだ。とても人懐っこい性格であり、いつも私の足元でその少ない体力を回復すべく寝転がって休憩してくる。そんなことをされると触れ合いスペースに入るまでは歳相応の大人振りな雰囲気を見せていた私でも、その体裁を保てない。

私は顔を地面にくっつけ、視線の高さをモンブランに合わせる。そうしてからゆっくりとおでこを撫でる。モンブランはおでこを撫でられるのが好きなようで、気持ち良さそうに眼を細める。その表情に私はもう抑えがたい熱情を感じてしまう。これだからうさぎカフェ通いは止められない。

トリップ状態が続きながらも、モンブランの毛の一部が浮いていることに気づく。

「あれ、今日はまだブラッシングしていないのですか」

「ええ。今日はまだですね。よかったらやっていただけますか」

「喜んで」

店員が自身の仕事を客に押し付ける。普通の店ではありえないことだが、うさぎカフェにおいてはそれはむしろ喜ぶべきサービスである。私は顔を地面から離し、正座に座りなおす。一般的なうさぎカフェにおいてブラッシングは基本的には地面にいる状態でしていくものだが、このうさぎカフェではある程度の常連客であれば膝の上でブラッシングすることが許されている。とはいっても、膝の上にうさぎを乗せるのはあくまで店員が行う。常連客でも勝手にうさぎを持ったりすることはルール違反なのだ。これはうさぎを持って怪我をさせたりしたりしないようにするためである。

店員は慣れた手つきでモンブランを持ち上げ、ゆっくりと私の膝に乗せる。そして、私も慣れた手つきでモンブランのブラッシングを始める。心地よい時間だ。

ブラッシングをしていると、入口の扉が開く。

「ようこそ。うさぎカフェ、ラヴィアンローズへ」

店員がそうお決まりの台詞を言うと、中に入ってきた男性は微笑み返している。

「今日もまた来てしまいました」

その男性が店員にそう言ったところで、私はブラッシングをしながらその男性に声をかける。

「ロップじい！　先に楽しませてもらっているよ」

男性はその視線で私を捉えると、再びその顔を綻ばせる。

「おお、野花さんも来ていましたか」

彼の名前は、ロップじい。私と同じ、このうさぎカフェであるラヴィアンローズの常連だ。本名は知らないのだが、髪が左右にしかないにも関わらずそれらのボリュームが普通の人よりもあるそんな姿がロップイヤーのうさぎに似ていることから、ロップじいと呼ばれている。私がこの店に通い始める前からの常連客のようで、同じうさぎ好き同士だから、いつしか気軽に話すことが出来る関係になっていた。もちろん彼も私と同じぐらい、いや私以上のうさぎ狂だ。だからテーブルで一息ついてから触れ合うという考えは最初からなく、挨拶半ばで、触れ合いスペースに入ってくる。

「お邪魔しますよ」

「ロップじい、せめて注文だけはしてあげないと店員さんが困ってますよ」

「おお、そうでした。それではいつものやつをお願いします」

「かしこまりました」

私がうさぎカフェにくつろぎに来ているのであれば、ロップじいは本当にうさぎと触れ合いに来ているのだろう。そういう姿を見て少し嫉妬を覚えるが、そんな思いはモンブランへのブラッシングと共に消えていく。癒されていく。

　☆

小休止。

私とロップじいは、テーブルに座りながら一緒にオレンジジュースを飲んでいる。人間にも休憩は必要だがそれ以上にうさぎにも休憩は必要である。だからずっと触れ合っているわけにはいかない。うさぎカフェに通う人々は、一通り触れ合いを楽しんだ後、うさぎ好き同士で談笑をしていくのが基本的なスタイル。

とはいえ。ここのうさぎカフェはあまり流行っていないのだろうか。私が見かけたことがあるのはロップじいしかいないわけだが。

他愛無い会話を続けた後、少し会話が途切れたときにロップじいは急に真剣な顔をする。そして、話し始める。

「野花さん、会社を辞めたというのは本当ですか」

会社を辞めたということは直接ロップじいには話をしていない。店員から聞いたのだろう。

「ええ。三ヶ月前ぐらいに」

「よければ、辞めた理由をお聞かせ願えませんか」

「いいですけど、面白い話にはなりませんよ」

「けっこうです。これは老婆的、好奇心だと思っていただければ」

正直に言うと、せっかくの安らぎの場で、あの頃を思い出したくは無かった。だが三ヶ月という時の流れが少しは私の気持ちを和らげたのか、ロップじいの真剣な顔に負けたのかはわからないが、話をすることにした。

それは本当に改めてロップじいに語るというほどでもないことで、ただ話をした。

「私、野花真には、最近まで飼っていたうさぎがいまして、」

私、野花真には、最近まで飼っていたうさぎがいまして、ウーサという名でした。飼い始めたのは大学に入った頃です。入学と同時に一人暮らしを始めたのですが、今までは実家で家族と暮らしていたということもあり、一人での生活はとてもとても寂しく感じられました。そんななかで本を買いにショッピングモールを訪れて、そこで偶然ウーサと出会ったのです。それからの生活は色々と苦労もあったけれどそれなりに満ち溢れていて、人間の彼女のように色々出かけたり話したりは出来なかったけれど、それでもウーサのいる生活には色があった。だから私にとってウーサという一羽のうさぎは大切な存在だった。

時は流れ、そんな私も大学を卒業し、どこにでもあるような事務職の会社に就職した。仕事はきつかったけれど、家に帰ってウーサと触れ合うことでそんな疲れも癒されていた。

そして、就職してから四年たった頃。ウーサもそろそろ老いを見せる歳で。ウーサは時々体調を崩すようになった。それから私は会社内の付き合いの飲み会を断るようして、帰宅を優先していた。上司からは付き合いも仕事のうちだからと何度も参加するようにと言われていたが、それを断り続けていた。それが上司の機嫌を損ねる結果となったのでしょう。ウーサを病院に連れて行くからという理由で休暇願いを出しても、そんな理由では認められないと怒られた。そんな理由という言い方は酷いもので。だが酷い仕打ちはさらに続いた。半年前に会社から離島への転勤辞令が出ました。ウーサの体調が悪いこともあり、動物病院がない島への転勤は無理ですと言うと、それなら会社を辞めろと上司は言った。

社会人なら仕事を優先すべき。確かにそういう思想を私は新入社員研修のときに叩き込まれた。そのときはそういうものだと思っていたが、いざ仕事とそれ以外のどちらかを優先しなければならないという状況になったときに、私は仕事優先ということに納得出来なかった。人には、それぞれ大切にしているものがある。それが私にとってはウーサであり、

「それが私にとってはウーサであり、それを否定されたとき、会社に対して愛想が尽きてしまいました」

私はおかわりしたオレンジジュースを店員から受け取り、一口飲んで喉の渇きを癒す。そして、最後に一言。

「会社を辞めたあと、ウーサはすぐに息を引き取りました」

そう言って私は口を閉じ、視線をモンブランが休んでいるゲージの方へと向ける。

少しの間の後、さっきまで黙って私の話を聞いていたロップじいが口を開く。

「もし野花さんが会社を辞める前にウーサさんが月に帰っていたのなら、それで会社からの付き合いの飲み会を断る理由が無くなっていたのなら、今はどうなっていたと思いますか」

私は視線を戻すことなく答える。

「それでも、あの会社を辞めていたと思います。後悔はしていませんよ」

私の返事がロップじいが求めていたものなのか、はたまた私の幼稚な考えに呆れているのか。ロップじいはそれ以降、口を開くことはなく、私と同じようにうさぎが休んでいるゲージの方に視線を向けたまま、オレンジジュースをずずっと啜っていた。

私たちの話が一段落するのを見計らっていたのだろう。店員が新商品予定のラビットティを試飲してくださいと私たちの元に持ってくる。飲む前から甘い香りが漂ってきて美味しそうだ。実際に飲んでみても甘い紅茶でとても美味しい。だがこの甘さは後味がスッキリしているから砂糖ではなさそうだ。とは言っても、その正体をわざわざ店員に尋ねるほど野暮ったい私ではない。ただ単に美味しいと思えることだけでいい。

「野花さんは、うさぎが出てくる夢を見たことありますか」

ラビットティを味わっていると、ロップじいが唐突に尋ねてくる。

「そうですね、小さい頃にうさぎ裁判の夢を見たことがあります」

私がそう言うと、ロップじいはラビットティを口に運ぶ動きを急に止める。横目でロップじいを見る、少し驚いた顔をしていた。そして、

「そうなのですか。実は私もうさぎ裁判の夢を見たことがあるのですよ」

と言った。これには私も驚く。私はラビットティが入っていたカップを置き、ロップじいを見る。

「おお、奇遇ですね。それならもしかしたらうさぎ裁判で出会っていたかも知れませんね。さすがに昔のことでもあり夢の話でもあるから覚えていませんが、うさぎの裁判。一体何が罪なのか、一体何が罰として与えられていたのか、今となっては気になりますね」

ロップじいは、店員にラビットティのおかわりを要求する。そのときに私のカップが空なのに気づき、私にも入れてくれるように店員に付け加えてくれた。店員が私たちのカップにラビットティを入れてくれているのをお互い見ながら、

「人間のように牢獄で無駄な時間を消費させるという無意味なことではなく、うさぎのために何かをさせる。そんな罰じゃないでしょうか」

ロップじいはそう言いながら、店員にも同意を求める。店員は愛想笑いを返した。

「それじゃあ私たちうさぎ好きは、前世がうさぎで、そのときに何か罪をおかしたのかも知れませんね」

私はそう言いながら、店員にも同意を求める。店員はラビットティの入ったポットを持って奥へと帰っていった。

「その発想、面白いですね。それをネタに小説を書かれてはどうですか」

「無茶言わないでくださいよ」

私たちは笑った。

さらに小休止。

ラヴィアンローズには、私のお気に入りであるモンブラン、ロップじいのお気に入りである『ろっぷぅ』以外にも八羽のうさぎがいる。　その八羽のうさぎもゲージから出て自由に走り回る時間というのは必要なので、客がのんびりとテーブル側でくつろいでいる時に店員が遊ばせている。私とロップじいはそんな様子を静かに見守っている。静寂とうさぎの足音だけが私たちを包んでいる。

「野花さん、よかったら私の会社に来ませんか」

「えっ」

ロップじいの突然の言葉に、静寂はすぐに破られることになった。ロップじいは財布から一枚の名刺を取り出して私の元に差し出す。軽く手を払ってから受け取る。

「アニマルカンパニー。簡単に言えば、動物の暮らしをより良いものにするためにはどうすればよいかを考える会社です」

「ロップじい、いや烏丸（からすま）さん。社長だったのですか」

社長とは露知らず、かなり生意気な交流をしてしまっていた。
私がそんなことを思ったのを見透かしたのか、ロップじいはさっきまでと何も変わらないフレンドリーな口調で話しかけてくれる。

「ロップじいでいいですよ。肩書きなんてここでは関係ありません。同じうさぎ好き同士ですから」

そう言われても、理屈ではわかっていても、やはり社長という肩書きに少し慄いてしまう私がいる。私は落ち着こうと、改めてその名刺に目を移した。

アニマルカンパニー。動物を飼っている人であれば、その名を聞いたことがない人はいないだろう。様々な動物の餌やハウス、おもちゃ等を販売している会社だ。ウーサにあげていた餌やプレゼントしていたおもちゃも確かアニマルカンパニー製だったはずだ。つまり私がアニマルカンパニーについて持っている知識というのは買った商品を作っている会社ということぐらいで、実際はどのような業務を行っているのかは家に帰ってからぐぐってみないとわからないというわけだ。唯一わかることは、かなりの大会社であるということ。

そんな会社の社長がこの目の前にいる。そして、そんな会社の社長が私に会社に来ないかと誘ってくれている。今までの私の人生経験ではありえなかった非現実に、私は驚きを隠せずにいる。そして、その喜びが実はぬか喜びでしたと言われる恐怖心から、ロップじいを見ることが出来ない。そんな私に、ロップじいは言う。

「ですが、野花さんを雇うのには条件が二つあります」

「条件、ですか」

条件を課せられるということで、私の思考は現実に戻る。ロップじいは、条件と言っても大したことないですよと前置きしてから、

「一つ目の条件は、新しいうさぎを迎えて一年間過ごすこと」

と言った。

新しいうさぎを飼い始めるということ。そのキーワードで思い出されるのは、二ヶ月半ほど前の出来事。ウーサがいなくなったことによる喪失感。これはウーサが体調を崩してから覚悟していたとはいえ、想像以上に私の心を壊した。だからその頃の私は荒れていた。腕立て、腹筋、背筋。毎日荒ぶって自分を鍛えていた。それまで運動を積極的にしようとは思わなかったのに、動かないと気持ちが落ち着かなかった。そんな私を見た友人は、私に新しいうさぎを飼い始めてはどうかと提案してくれた。だけどその頃の私は、新しいうさぎを飼うという選択肢はありえないという心境であり、考えることすらしていなかった。

そんな日々を過ごしていると、私の元に一通の手紙が届いた。差出人は、ペット葬を依頼した寺の住職からだった。その手紙には「この場所に行きなさい」というメッセージと地図だけが書かれていた。この場所、という表記であり、具体的な行き先の名前が書かれていないことに一抹の不安を感じたが、私はウーサの最後を観てくれた住職さんからの言葉をウーサからの言葉のように感じたから、そんな不安はすぐに無くなった。

気が付くと私は冷静さを取り戻しており、迷いなくその場所へと向かった。そこが、ここ、ラヴィアンローズだったのだ。

それが、二ヵ月半ほど前の出来事。住職さんが私に一体何を伝えたかったのか、そのときは全くわからなかった。でも、今ならわかる気がする。それは、今ロップじいが私に言ってくれていることと同じなのだろう。

ペットロスの悲しみは、時間と、新しい存在が癒してくれる。

私は一つ目の条件を受けることをロップじいに約束した。ロップじいは、静かに微笑んだ。

「これで野花さんも、ラヴィアンローズを卒業ですね。おめでとうございます。でも野花さんが来られなくなると、またこの店も寂しくなりますね」

「卒業って？」

私の疑問系の言葉に、いつの間にか私たちの横、いや、ロップじいの横にいた店員が微笑みながら答えてくれる。

「もう野花さんはわかっているのではないですか。この店が存在している理由が」

店員のその言葉を受けて私は少し考え、そして私も同様に微笑む。

「そうですね。短い間ですが、お世話になりました。店員さんも、ロップじいも」

私が来なくなったあとのこの店は、一体誰のために開かれるのだろうか。

それはやはりロップじいのためなのだろう。

私がもしアニマルカンパニーに就職することが出来たのなら、そのココロの傷を知る日も来るのだろうか。いや、案外ただのうさぎ好きであるという事実を知るだけかも知れない。

そして、忘れてはいけない。条件は一つではなく、二つあるのだ。私はもう一つの条件を知らなければならない。

「一年後にその名刺を持ってアニマルカンパニーを訪ねて来てください。そこで一つ目の条件をクリアされていましたら、二つ目の条件をお伝えします」

その二つの条件をクリアすれば、野花さんも晴れて我が社の社員です。と、ロップじいは最後に言った。私は真面目な顔をして、ただ頷いた。

おまけ。

「そういえば結局最後まで店員さんの名前聞いてなかったんだけど、三文字だよね」

「ラヴィアンローズです」

「ですよね」

　☆

ラヴィアンローズを最後に訪れてから約一年と二ヶ月。

私、野花真は、アニマルカンパニー社の前にいる。会社を辞め、ウーサも失い荒れていた私だったが、今こうして新たな道を進もうとしている。
そうさせてくれたのは、誰のおかげだろうか。ロップじいのおかげか。いや、うさぎか。と、言いたいだけか。

第二羽　アニマルカンパニー
場面はアニマルカンパニー社の正面にいる私から、三十分ほど前に遡る。

アニマルカンパニー。ラヴィアンローズでロップじいに誘われたときにはこの会社について漠然とした知識しか持っていなかったので、あれから少し調べてみた。一言で言うと、動物全般を扱う企業だ。動物全般というのは文字通りで、うさぎやハムスター、犬や猫等の愛玩動物だけではなく、虎やライオン等の一般的にはペットとして飼われていないような肉食動物まで幅広く扱われている。これには本当に驚いたものだ。

そして驚き終えるのはまだ早くて、この会社が他の動物を扱う会社と違う点はまだある。それは、動物の販売やレンタルを行っているだけではなく、独自で商品開発もしているという点だ。最近販売された商品を例に挙げると、一目で残量がわかる給水ボトルというものがある。ボトル内部がすりガラスになっており、水がある部分だけが透明になるというものだ。忙しいときにでもちらっと見て残量を確認することが出来るので管理がしやすく、補給忘れの防止にもなるという優れものだ。このようなちょっとした便利を提供するアイデア商品を多数開発・販売している。

普段何気なくペット用品を使っているときには気が付かなかったが、こうして改めてそれらを開発している会社であるアニマルカンパニーについて調べることで、その存在の大きさを思い知らされた。

電車に揺られながらアニマルカンパニーについて調べたことを思い返していた私は、目的の駅に到着したという車内アナウンスで

我に返り、慌てて下車した。背中越しに扉が閉まるのを感じながら、私は腕時計を見る。午前十時を指し示している。それを確認してから、改めて下車した駅の名前を見た。目的の駅である動物駅で間違いない。

カントリートレイン田舎線、動物駅。アニマルカンパニーは様々な動物を飼っているという性質上、住宅街から少し離れた場所に存在している。そのために、訪れるにはこの駅から向かわなければならない。専用駅。それはまるで観光名所がある駅のようで凄いと思われるかも知れない。現実は田舎路線なのでそもそも目印になるような建物がある駅の方が珍しく、そういった建物があればもれなく駅名になるというオチがあるだけだったりする。動物駅の数駅前にあったコンビニ駅だけは酷いと思ったものだ。

右を見て左を見て。そして正面を見て。私はアニマルカンパニーに行くにはどの出口から出たら近いのかを調べようと辺りを見渡す。駅の中に売店を設置するスペースもないぐらいの小さな駅なので、地図を見るまでもなく駅の様子を理解する。そして駅の様子を見ていて気が付いたことは、この駅で私の他に降りたのは男性一人だけということ。現在の時刻は午前十時で通勤時間は過ぎているので、過疎駅だからというよりはこれが普通なのだろう。

などと思っていると、その一人の男性と目が合う。私はすぐに視線を逸らしたが、時既に遅し。その男性がこちらに近づいてきている足音が聞こえる。

「アニマルカンパニーに何か御用でしょうか」

声の雰囲気からするに、私よりも少し年上だろうか。そしてわざわざ私のいる場所まで歩いてきて尋ねてくれる辺り、茶髪に胸元を大きく見せるような派手な服装をしている割には礼儀正しい男性のようだ。こんなに格好が良くて礼儀正しいなんてずるい、と言ったら妬みにしか聞こえなさそうだ。

思いが脱線している、戻そう。とりあえずこの男性はアニマルカンパニーの社員のようだ。それならあれを見せたほうが早いだろう。

私は胸ポケットに入れていたケースから一枚の名刺を取り出し、その男性に見せる。これは一年前にあの日、ロップじいから受け取った名刺である。

「烏丸さんと会う約束をしている、野花といいます」

私が自己紹介も兼ねてそう言うと、その男性は何故か不思議そうな顔をする。そしてそのまま名刺の表を見たり裏側を見たりと何度も見直している。

「おかしいな、うちの会社に烏丸なんて人いたかなぁ」

そしてそう呟き、そのまま考え込むような仕草をし始めた。うーん、という声が小さな駅に小さく放たれる。

いるよ。先週電話して今日会う約束しているのだから。アポ無しで訪れるほど私は勇気のある人間ではないし。それより、そもそもこの人はアニマルカンパニーの社員なのだろうか。だが『うちの会社』と言っているから、そうであることは間違いないはずなのだが。

と、思っていると、いきなり私の背後から声が聞こえる。他に誰もいないと思っていたから少し驚いた。

「東十条（ひがしじゅうじょう）さん、烏丸さんというのはロップじいのことですよ」

私と同じぐらいの年齢だと思われる女性。紺色に近い黒色スーツではなく、漆黒色のスーツ姿で髪はショートカットで肌は少し色白。東十条と呼ばれた男性と違って、清楚な雰囲気を感じ取れる。

その女性の言葉を受け、東十条さんはポンと手を叩く。

「なんだロップじいのことか。それならそうと言ってくれよ青年」

「野花です」

覚えておいてくれてなかったようなので、改めて名乗る。

「東十条さんもせめて社長の名前ぐらいは覚えておいてください」

その女性は東十条さんをたしなめる。だが当の本人は完全に聞き流しているようで、はいはい、と生返事だけをしている。初対面の時に受けた印象ほど真面目な人ではないのかも知れない。

「まぁそういうなよ、あ」

「野花さん、こちらです。烏丸さんのところまで案内致します」

東十条さんが何か言おうとしていたがそれは遮られ、私はその女性に半ば強制的に奥へと引きづられていく。

あ、名刺返してもらってないのだけどな。
　☆

駅を出てから二十分ぐらい歩いただろうか。花壇や噴水がある少し豪華な洋館を思わせる雰囲気の庭を越え、その先にあるサファリパークで見たことがあるような背の高い壁にあるセキュリティゲートを越える。そういったことを三回ほど繰り返したところで、やっと一般的な会社の雰囲気を持った建物に辿り着く。そして、時はラヴィアンローズを最後に訪れてから約一年と二ヶ月。私はアニマルカンパニー社の前にいる。

「野花さん、こっちです」

感慨に耽っていた私を、ここまで案内してくれた女性が呼び戻す。私はその誘導に従い、建物の中に入っていく。

「そこの椅子に腰掛けていただき、少しお待ち下さい」

私は頷き、ゆっくりと椅子に腰掛ける。クッションが柔らかすぎるのでお尻が吸い込まれていく。どうにも落ち着かない椅子だ。

それにしても。私は不審者に見られない程度に辺りを見渡す。前の会社であればロビーというのは警備員がいるだけの言わば廊下の延長上でしかなかったので、ここのような広い空間もなければ、ましてやこんな豪華な椅子もない。事前に調べた通り、やはりアニマルカンパニー社は儲かっているようだ。

「ふぅ」

一息つく。

ここまで辿り着く間に感じたことは、アニマルカンパニーというのはシステム会社のようにビルの中にオフィスがあるというような雰囲気ではなく、大工場のような場所であるということ。広大な敷地があり、動物駅から私が今いるような奥の方へ進むためにはセキュリティゲートを何度か通過しなければならない。これは不審者の侵入を防ぐといった人間に対する扉ではなく、動物に対するものだろう。それぞれのセクションで飼われている動物の種類が異なっており、万が一飼育小屋から脱走しても他のセクションには影響がないようにしているのだと思われる。第一セクションは小動物、第二セクションは爬虫類、第三セクションは中型動物（草食動物）で構成されている。肉食動物は、今私がいる人間が事務的業務で使用しているエリアのさらに奥のセクションだそうだ。間違っても近づかないようにしたい。そういえばなんで私がこんなにアニマルカンパニーについて詳しいのかって思われるかも知れない。なんてことはない。今の待ち時間にロビーに置いてあった会社案内を読んでいるだけである。

そういえば、東十条と呼ばれた男性は結局私たちについてこなかった。アニマルカンパニーの社員ではないのだろうか。

ポーン。軽快な音と共に、少し離れた場所にあるエレベーターの扉が開く。そこからやってくるのは、

「野花さん、お久しぶりです」

懐かしい声。一年前と何ら変わらないロップじいがいた。

　☆

私はロップじいの案内で応接室へと移動する。この建物内の雰囲気は動物関連の会社という感じではなく、一般的な会社の様と変わりない。

今日の私は客としてアニマルカンパニー社に来ているわけではない。だからロップじいとの近況報告を兼ねた雑談もほどほどに、本題に入る。

「一年前に提示した一つ目の条件、守っていただけましたか」

私は頷く。そしてカバンから小型サイズのアルバムを取り出し、それをロップじいに渡す。ロップじいは真剣な目つきで、それを見始める。

そのアルバムには、私が新しく飼い始めたうさぎであるラビーの写真、成長記録をまとめている。迎え入れたときの小ささは、何度見てもその可愛さに飽きないものだ。そんな言い方をするとまるで今は可愛くないように聞こえるかも知れないが、まぁその通りだ。今はどちらかと言えば、ワイルドな雰囲気になっている。ワイルドなうさぎ、ワイルド×ラビー。なんでもない。

そんなくだらないことを考えていると、ロップじいは視線をアルバムから私に戻し、静かに頷く。

「一つ目の条件達成、確認しました」

ロップじいのその言葉に、私は胸を撫で下ろす。とりあえず第一関門は突破したようだ。

だが、安心するのはまだ早い。

そうだ。社員となるためには、もう一つの条件を満たさなければならない。それは一体何なのだろうか。

ロップじいはそんな私のココロの声に答えるように、話し始める。

「野花さんを雇うために達成していただく二つ目の条件は、現在我が社で開催中のうさぎ商品考案大会の予選で一勝すること。もちろん期間中であれば何度でも挑戦していただいて構いません」

「うさぎ商品の、考案大会ですか？」

一体どういうことなのだろうか。想像つかない。

「詳しいことは次のナレーションを聞いてください」

うさぎ商品考案大会。通称、うさ会。でもこの略称は浸透しない。
アニマルカンパニーの社員限定でうさぎ商品のアイデアを競う大会。基本的には毎年行われており、開催期間は約半年間。一週間に一度行われる予選大会と、予選大会での勝利数上位八名で行われる決勝大会で構成されている。

大会のルールはこうだ。まずはその週に出場することを宣言した人でランダムペアが作成される。ペアになった二人はお互いに審査員に対してプレゼンテーションを行う。そして審査員の評価が高かったほうが勝利となる。予選には何度も出場することが出来る。ただし勝敗に関わらず同じような案で二度出ることは不可とする。また、決勝大会に勝ち進むために必要なのはあくまで勝利数であり、勝率を競うわけではないので、案を何度も出していけばそれだけ有利になるというわけだ。

尚、今年度のうさ会の予選最終日は十月三十一日。つまりあと一ヵ月後であることを注意されたし。

また、このテープは再生後、自動的に処分されるので注意されたし。ラジカセから煙が上がる。そんなわけはない。

「これに私が参加するのですか」

私の問いかけに、ロップじいは頷きで答える。

「本来ならば社員限定の大会ですが、野花さんは仮入社ということで特別に出場を許可します。そして、」

ロップじいから一枚のカードと、カード入れを渡される。

「仮入社用の社員証です。これがあれば第一セクションにまで入ることが出来ます。そこで予選が終わるまでの間、働いてもらいます」

突然の勤務話。あくまで第二の条件を達成するまで働くことはないだろうと思っていたから、少し心の準備が出来ていない自分に戸惑っている。

ああ、これで昨日まで毎日ゆっくり寝ながらゲームしていたダメ人間な日々も終わりかと思うと少し寂しい気持ちもあり、また再び働くことが出来ることに対する武者震いのようなものが身体を揺らす。そんな気持ちの葛藤が私の身体を包む。

「この第二の条件、挑戦するかね」

ロップじいの問いかけ。考えるまでもない。今までの怠惰な生活には未練は無い。

私はロップじいの眼をしっかり見つめてから、力強く頷いた。

そのあとは事務的な手続きを済ませただけで話は終わった。ロップじいは一応社長であるから忙しいのだろう。私は行きと同じように名前も知らない女性に強制的に連れられ、その日はそのまま帰宅することになった。

働くのは来週の月曜日から。ああ、来週の月曜日が怖い。

　☆

その日の夜。自宅であるワンルームマンションの一室。私はシャワーを浴びて濡れた髪をタオルで適当に拭きながら、テーブルの上に置いてあるものを見る。

「第一セクション、うさぎ課、か」

ロップじいから渡された仮社員証にはそう書かれていた。

アニマルカンパニーでの私の仕事は、うさぎに関する仕事とだけ聞いている。うさぎの世話やうさぎ関連商品の販売等を行うのだろうと予想はつくが、それだとペットショップの店員と傍から見る限り変わらない気がする。

うさぎ商品考案大会、うさ会の存在が、アニマルカンパニー社でのうさぎに関する仕事の重要な部分を表しているのかも知れない。ロップじいが私にそれに参戦させようとしている理由も、その辺りにあるのだろうか。

「うーん、考えすぎかな」

毎週開催されるうさぎ商品考案大会の予選。期間が残り一ヶ月程度しかない。つまり最大でも四回しか挑戦することが出来ない。挑戦するかどうかは任意だが、力不足である人間なのだから、少なくとも数は撃たなければ勝利は得られないだろう。そのためにも毎週何かしらのアイデアを考え出さなければならない。アニマルカンパニーで現在働いている社員と戦うことになるのだから、そんなに甘くはないだろうし。

ラビーに夕食をあげる。

待ってましたとがっつくラビーを見ながら、私はさっそく考え始めていた。

「ええと、野に咲く花のように強くなりたいと思っている、野花です。よろしくお願いします。なんて、どうかな」

自己紹介の、掴みを。

ラビーは食事に夢中。

こうして私のアニマルカンパニー社での生活が、始まる。

第三羽　うさぎ課
アニマルカンパニー第一セクション内、うさぎ課。月曜日の朝である今、私はさっそくその場にいた。

うさぎ課の様子は、至って普通だった。案内されるまでは机の周りにうさぎが放し飼いにされているような雰囲気を想像していたが、人間が事務作業をする場所は一般的な会社と何ら変わらない様子で少し安心した。窓際にある偉いさんの方達であろう机に、一般社員用の机がぱっと見た感じでは約三十ほどある。昔の会社は机間のスペースがかなり狭く息苦しかったが、ここではかなりの余裕がある。これなら椅子の背もたれに思い切りもたれかかって背伸びしても後ろの人に触れることはないだろう。

机の上には、うさぎグッズや模型など、その人の趣味であろう品

が色々置かれているのが見える。漫画や小説、間食用のお菓子など、前の会社では見られただけで怒られそうなものが普通に置いてあるのを見るに、自由な風土であることを感じ取れる。

所々から笑い声も聞こえてくる。前の会社と色々比べて申し訳ないが、朝は基本的に皆機嫌が悪く殺伐とした雰囲気になっていたのと大違いなので、ここが本当に職場なのか疑ってしまうぐらいだ。気持ちの切り替えが済むまでは、良い意味で戸惑いそうな気がする。

うさぎ課を訪れた私を、まずは課長が紹介してくれる。そして、そのあとに私自身の言葉での自己紹介。これは昨日考えてきたギャグの成果が試されるとき！

「本日より仮所属になりました、野花といいます。よろしくお願い致します」

うん、やっぱり普通が一番である。

一通りの自己紹介を行ったあと、用意してもらった島に案内される。ここで言う島というのは、うさぎ課はそれなりに広い部屋であるため、机をチーム単位で固めているのだ。その様子が上から見れば島に見えることからそう呼ばれている。私は比較的入口に近い場所にある、少しこじんまりとした島に案内される。その中で今は使っていない机を一つ用意してもらっているのだ。

「よぉ、奇遇だな。ええと、」

私が席に着いたときにそう気安く話しかけてきたのは、初めてアニマルカンパニーを訪れたときに動物駅で出会った男性。確か東十条と呼ばれていた。

「野花です。よろしくお願い致します」

私がそう言うと、東十条さんは考え込むような仕草をする。

「野花君か。この課には野原（のばら）さんがいてややこしいな」

そして、うーんという声を漏らす。略すと、いやなんでもない。

「それなら、野花の野を取って、野うさぎちゃんでいいんじゃない」

いつの間にか東十条さんの後ろにいたラフな格好の女性がそう言った。

「野うさぎか、そりゃあいいな。よろしくな、野うさぎ君！」

「よろしくね、野うさぎ君！」

「頼むぞ、野うさぎ君」

出社した即日に私の名前は変更となった。ゲームでもまず最初に主人公の名前を変更するわけだし問題ないかと自分自身でも意味がわからない納得をする。

そんな私はさておいて。東十条さんは何かに気づいたような表情を見せる。そして口を開く。

「おっと、自己紹介が遅れたな。俺の名前は、東十条（ひがしじゅうじょう）王子（おうじ）だ。よろしくな」

東十条というのはわかるが、名前は王子なのか。漫画やアニメ以外で本名が王子という人に初めて出会った。

「そして、この後ろに立っているワイルドな女性が、増田（ますだ）京子（きょうこ）」

増田と呼ばれた女性はこっちを見て、微笑む。こちらの女性は普通の名前だった。

「増田よ。よろしくね、野うさぎちゃん」

「こ、こちらこそよろしくお願いします」

ラフな格好、漫画肉が大きくプリントされた野暮ったいＴシャツに、自分で破ったのか元々そういうデザインなのかわからないような褪せたジーパンを履いている。そんなお世辞にもお洒落とは言えないような格好をしているのにも関わらず、髪は茶色でふんわりとしたカールが大人の女性といった雰囲気を出している。そのアンバランスな姿から放たれる微笑みは、とても綺麗に見えた。

私のそんな想いを感じたのか、東十条さんは私を制する。

「京子はやめておけ。いいか、これは先輩としての忠告だ。そう、死にたくなければ、京子はやめておけ」

ドガーーーン。

通過電車が近くでいきなりクラクションを鳴らしたときのような驚き。突然響く激しい音と共に、東十条さんは椅子ごと壁に向かって吹き飛んでいく。そして鈍い音と共に悲鳴。東十条さんはそのままグッタリとして動かなくなった。

一瞬の沈黙のあと、周りから「京子ちゃん、手加減してやりなよ」「新人さんびびっちゃってるわよ」などの声が増田さんにかけられる。増田さんはそんな声に耳を貸さず、そのまま苛立った様子でうさぎ課を出て行った。どうやら増田さんはうさぎ課ではないようだ。

「と、とりあえず俺の話を聞いてくれ」

「あ、東十条さん生きていましたか」

「生きてるよ。勝手に先輩を殺さないでいただきたい」

東十条さんは何事もなかったように椅子を机まで移動させ、背もたれが壊れていないか確認してから改めて座りなおす。そして、

「生きてるよ。そして、ナレーションスタート」

と、勝手にナレーションを始めた。

【東十条さんのナレーション】
俺、東十条王子と増田京子。もちろん俺たちにも新入社員の時期はあったわけで。そしてあの頃は今と違って時代がそうさせていた様で、新入社員というのは色々と懇親会という名のどうでもいい宴会を強制されていた。あの日もそんなどうでもいい日のはずだった。

「王子さん、家でもうさぎ飼っているのですか」

普段なら新入社員の女性は上司の横で機嫌を取っているものだが、その日はそんな上司が関係が怪しまれている女性と妙に親しく話しているからお役目御免になっていた。だからなのだろうか、京子は俺の隣に座っていた。

「うん。プリンセスといってね、女の子なのにやんちゃなやつなんだ。特に俺の足元でくつろぐのが好きで、いつも私がパソコンを使うために椅子に座ると足元に寄ってきて寝転がるんだよ」

「へー、いいな。ねぇ、今度見に行ってもいいかな」

「うん、いいよ。でもうさぎは夜行性だから、そうだな、終電でうちに来なよ」

「う、うん」

東十条さんのナレーションが強制中断される。ぞくりと身震いするほど空気が変わったと思ったら、いつの間にか私たちの傍に増田さんが戻ってきていた。

「それで乙女心を震わせながら王子の家に行ったら、本当に始発の時間までうさぎを見せてくれたり話をしてくれたりで、何もなかったの。信じられないでしょ」

この目の前にいる派手な服装の男性は、実は見た目と違って草食系なのだろうか。

「だから次の日、うさぎを見せてもらったお礼に王子を招待したの」

まさか増田さんの家だろうか。どきどき。

「猛獣課に」

「えっ？！」

東十条さんは遠い目をしている。

「それで全治一ヶ月。でもそれから入院先に京子は毎日来てくれて、さすがの俺もその気持ちに気づいたというわけさ」

「本当に鈍感な人よ」

増田さんはさっきまでのピリピリした雰囲気ではなくなっていて、仕方ない人だったわと優しいそうに付け加えている。

「もちろん話はこれで終わりじゃないぞ。お見舞いに来てくれたとき、一体何を持ってきてくれたと思う？」

東十条さんの問いかけ。

「定番を言えば、フルーツ。りんごとかですかね」

「あほっ！」

東十条さんはペシっと机を叩く。ビクっとする私。

「にんにくだよ、にんにく。毎日にんにくを持ってきてはだな、やれ焼きにんにくだの、摩り下ろしだの、明らかに病人に食べさせるべきはないようなものを持ってきてくれたわけですよ」

「私がにんにく好きなだけよ」

東十条さんは増田さんのその言葉に思いっきり首を振る。

「本音は、精力つけて肉食系になれってことだったんだよ。ああ、いやらしい」

スパコーン、と何故か手にスリッパを持っていた増田さんは、東十条さんの頭をそれで叩いた。とてもとても良い音がうさぎ課に響き渡る。何するんだよ！という言葉はどうやら口に出せなかったようで、東十条さんはただ口をうさぎのようにもごもごさせているだけだった。

そんなやり取りを見て、気づいたことがある。

「もしかして、さっきからの一連の流れは、お二人のノロケだったりします？」

東王子さんと増田さんは目を合わせて、実にいやらしく笑った。

「「正解！」」

なんか、どっと疲れた。これは勤務初日だからということにしておこう。

　☆

うさぎ課というからには、主役はうさぎである。いい加減にその主役たちにも登場してもらおう。

うさぎ課での自己紹介と庶務事項の説明を一通り終えたあと、私は東十条さんに連れられてうさぎが飼われている建物に来ている。うさぎ課がある建物内でうさぎも飼っているのかと思えばそうではなく、すぐ隣の建物まで移動することになった。

「うさぎは、ある意味俺たちの最大のお客様だ。失礼のないように」

東十条さんはそう言うと、建物の中の設備を順に説明してくれた。うさぎを扱う課だけに、たくさんのうさぎが飼われており、そしてそこに多種多様のうさぎがいる。ネザーランドドワーフ、ロップイヤー、ジャージーウイリー、ライオンラビット、ミニレッキス、そしてミニラビット。

「違う、彼女はドワーフホトだ。俺の一番のお気に入りなんだから、しっかり覚えておけ」

ミニラビットは、いわゆる雑種のことである。それはつまりそれこそ無限の組み合わせを持つ種類である。なので素人は自分の知らない種類のうさぎを見た場合は、ミニラビットと思ってしまうもの。東十条さんは、ここでうさぎのプロとしてやっていくのなら、しっかり見極めろと付け加えた。

私は改めてドワーフホトを見る。写真では見たことはあったが、実際に生で見たのはこれが初めてだ。純白の身体で、眼の周りだけが黒色になっている。これだけ可愛いのであれば、ラヴィアンローズにいたらトップアイドルになれるだろうに。今度行く機会があれば提案してみよう。

「そうだな、野うさぎ君はロップじいの推薦だから大丈夫だとは思うけど、一応うさぎについての基礎知識を確認させてもらうかな」

東十条さんはそう言うと、部屋の隅に置いてある木製の椅子に座る。そしてその隣に座るように私に促す。私は座りながら、どう説明したものかなと戸惑いながらも、うさぎを飼い始めたときに学んだことを話していく。尚、既にうさぎを飼われていたり知識をお持ちの方は読み飛ばしてもらっても大丈夫である。

うさぎと出会うには、ペットショップに行けばいい。うさぎの種類は様々だが、大きく二つに分かれる。さきほど名前をあげたような純血種と、ミニラビットと呼ばれる雑種だ。ミニラビットと聞くと小さいうさぎを想像されるかも知れないが、雑種の総称なので、もちろん個体によってはビッグラビットになる。

うさぎは草食動物なので、主食はペレットという固形タイプの草と、チモシー種等の牧草を食べる。りんごも好きで、これは中身よりも皮の部分の方が好きだったりする。そして最近はもう勘違いする人はいないだろうが、水はきちんと飲める環境を用意しなければならない。うさぎに水を飲ませたらだめというのは誤りである。うさぎは私たちが思う以上にグルメで、ペレットの種類を急に変えると食べなかったりするので、出来る限り同じ種類のものをあげるか、混ぜて与えるようにしたい。ちなみに私の飼っているうさぎは混ぜてもちゃんと選り分けていつものしか食べないのだが。

そしてそういった主食だけでなく、おやつも与えてあげればとても喜ぶ。おやつには、乾燥ニンジン、乾燥マンゴー、ビスケット等がある。与えすぎたら主食を食べる量が減るので気をつけたい。でも少量であればスキンシップにもなるので良い。
以上で説明は終わり。
上手くまとめられなかったが、言いたいことは言えたと思う。

「うむ、基本的なことはわかっているな。これならここのうさぎのことをある程度まかせても大丈夫そうだな」

東十条さんはそう言うと、机の上にあるノートを手に取る。

「このノートにここで飼われているうさぎの体調や食事量を毎日書いている。餌やり担当になった場合はまずそれぞれの餌箱を見て、このノートに食事具合を記入すること。そして昨日までの体調状況から判断して、今日の餌の量を決定するんだ」

今日は見本を見せるよと言って、東十条さんはノートを見ながら軽量カップを手に取り、餌袋からカカッとペレットを掬い取り、それぞれのうさぎに与えていく。私はそれにあわせてチモシー草を補充していく。チモシー草はどんな減り具合にせよ容器満タンまで入れればよいから、わかりやすい。

一通り餌をやり終えると、東十条さんは胸ポケットからクッキーを一つ取り出す。そしてそれをドワーフホトにだけ与える。

「みんなには内緒だぞ」

ドワーフホトは、しっぽを振りながらがつがつがつと勢いよくクッキーを食べている。東十条さんは幸せそうにその様子を見ている。そして、そんな様子を見ている私に、東十条さんはクッキーを手渡そうとする。

「どうだ、家で飼っている本妻とは別に、ここうさぎ課に愛人を作らないか」

東十条さんのその誘惑に、私は一言。

「ノーサンキュー」

両手を前に出してお断り。頭の固いやつだなと言って呆れ顔を見せる東十条さん。

やはり私は彼が嫌いだ。

　☆

うさぎ商品考案大会。アニマルカンパニー社内で毎年開催されている大会であり、そして今年も色々な戦いが繰り返されているようだ。私にとっては初挑戦であり、それはまさに経験不足と言える状態以前の話である。

ならば勝算は無いのだろうか。否。もしこれが体力や技術を争う競技であれば、後半戦から参加しても歯が立たないだろう。だがこれはアイデアを競う勝負なのだ。それに、このうさぎ商品考案大会は、何度でも挑戦することが出来る。今回で予選は二十三回目。自信のあるアイデアを持っている人であれば、早いうちに発表してしまっているであろう。この時期は言わばアイデアの二軍、三軍が発表されるはずだ。それなら私にも勝ち目はある。

と、対戦相手を見るまでは思っていた。

「あら、野うさぎちゃんが対戦相手なの」

対峙する相手、それは増田さんだった。彼女の所属はうさぎ課ではなく猛獣課だが、これはうさぎ課限定の大会ではない。あくまでアニマルカンパニー社内の大会なのだから参加資格はもちろんある。

「よろしくお願いします」

「ふふ」

私の少し緊張した挨拶に、増田さんは不敵に笑った。

ＶＳ増田京子。

先行は、私、野花真。

「私が提案するのは、鼻シールです」

人間の鼻と鼻の穴を覆う形のシール。これには二つの特徴があります。一つ目は、寝転がってうさぎとフェイストゥフェイスで触れ合う際に埃をフィルターするということ。もう一つは、うさぎの鼻や口に直接触れるのは食糞後の場合もあるため衛生的に良くないので、それも防ぐことが出来るということです。

私のプレゼンテーションを聞き、増田さんは拍手をしてくれる。

「確かに王子もよく寝転がってうさぎといちゃいちゃしていたわね。そういうときに鼻シールつけていればいいんだろうけど、ねぇ」

増田さんのこの言葉の意味はなんだろうか。わかるのは、褒めてはいないということ。

「まぁ初めてのプレゼンにしては良かったと思うわよ。だけど、相手が悪かったわね」

増田さんが見せる絶対的な自信。私にはまだ何か足りない点があったのだろうか。

後攻は、増田京子さん。

「私が提案するのは、うさぎを足で挟むための靴下です」

椅子で座っているときや人間側も寝転がっているような場合、うさぎを足で挟むことをする人は多いとアンケート結果に出ています。私もしています。夏なら素足のままで問題ないのですが、冬の場合、寒いので靴下を履くことが多いわけです。靴下を履いたままうさぎを挟む。それはうさぎの感触が直接伝わらないし、うさぎ自身も慣れない靴下の肌触りで挟まれても嬉しくはないでしょう。

そこで、今回提案する、うさぎを足で挟むための靴下があります。従来の靴下と違い、内側に穴を開けます。開いていると寒いように思われるかも知れませんが、実際に寒さを感じるのは指先であり、そこはしっかりガードされているので問題ありません。これは市販の靴下の側面を切り取って実際に試してみたので確かです。この靴下なら直接うさぎの感触を楽しむことが出来、冬場の寒い時期でも足を暖かくしたままに出来ます。快適な人間とうさぎのライフを送ることが出来る一品。いかがでしょうか。

私は増田さんのプレゼンテーションを聞き、そのアイデアの素晴らしさに素直に感心し、拍手した。私自身うさぎを飼っている期間はそれなりに長い。それにも関わらず、私は今日の増田さんのようなことを思いもしなかった。

うさぎ課ではない増田さんですらこのアイデア力。思っていた以上にアニマルカンパニー社の皆は凄い実力の持ち主なのかも知れない。

気圧され気味な思いでそんなことを考えていると、増田さんが舞台から戻ってくる。

「野うさぎちゃん、どうだったかしら」

審査員が審議中の間、私と増田さんは二人椅子に座りながら会話する。

「凄いですね、こんなアイデア思いつきもしませんでした」

そう言う私に、増田さんは首を振ってみせる。

「そうじゃないわよ。野うさぎちゃんのアイデアも悪くはないの。ただ、実用的ではない」

「と、いいますと？」

「靴下は常に履いていられるから、タイミングが良いときにいつでも挟める。鼻シールはいつでもつけておくわけにはいかないでしょう。じゃあ触れ合うときにわざわざ鼻シールをつけて意気込んでいくのかしら。なんかそれって疲れちゃうよね」

「た、確かに」

そういった視点で考えるということが抜けていた。確かにこれはアイデアうんぬんという問題ではない。

私は自分のアイデアの不甲斐なさに気落ちして視線を地面に移す。すると、それを見た増田さんが私の背中を思い切り叩く。むせた。そしてたぶん背中にモミジが出来ているであろう。

「野うさぎちゃん、思考の幅が狭いわよ。こういうときはね、こう言い返すのよ」

そういって増田さんは立ち上がる。そして、

「これは一般家庭用ではなく、動物園の触れ合い広場などで客に渡して貼ってもらうのに使用すればいいのです！」

と、審査員にも聞こえるぐらいの大きな声で言った。

「ね？」

そして笑った。今だけは、東十条さんが羨ましく思えた。

結果は、もちろん増田さんの勝利に終わった。増田さんが審査員に聞こえるようにさっきのことを言ってくれたから、私のアイデアも企業向けとしては一考の余地ありということになった。

「だが、敗北は敗北だ。プギャー」

どこからか沸いてきた東十条さんが笑いながらそう言った。

これだから、東十条さんは嫌いだ。

こうして、私のアニマルカンパニー社での、仮入社として過ごす初めての週が終わった。

　☆

夜。寝転びながら携帯ゲームをしていると、部屋を自由に遊ばせているラビーが近づいてくる。そしていつも通り、携帯ゲームにつけているストラップを噛んでくる。

「やめて欲しいぬぅ」

そう言いながらストラップを噛めない位置に移動させる。すると今度は腕のパジャマの裾を噛んでくる。これは遊んで欲しい、というより撫でて欲しいアピール。

私は左手で携帯ゲームをプレイしながら、右手でラビーのおでこや耳の裏のつけねを撫でる。ラビーは気持ちよさそうにしている。だが、左手だけでゲームをプレイするのは辛い。

「もう、仕方ないなぁ」

だからいつも私は携帯ゲームを置き、ラビーを撫でることに専念するのであった。

なでなでなで。

「ラビー、会社で野うさぎって呼び名つけられたよ」

なでなでなで。

「私が野うさぎなら、お前は家うさぎだな」

二人合わせて、家野うさぎ。だからどうした。

そして、夜は更けていく。

第四羽　日常業務
アニパニ社員の朝は早い。通常の勤務開始時間は普通の会社と変わらずに九時だが、社内で飼われている動物にエサをあげるために誰かがそれよりも早く出社しなければならない。

「しなければならない、というのは間違いだな」

この早朝出勤は出社を強制されているというわけではなく、一早く動物にエサを上げたいという気持ちを持っている人が出てきていると言っていた。この言葉の意味は、これから話す情報を追加しなければ早朝が毎日凄いことになると想像つくだろう。

そして、私は仮配属の身でもあるので食事当番は割り振られていない。こういった言い方をすると正式な社員となったら割り振られるように思われるかも知れないが、実際はそうではない。さらに言

うなら、現在のうさぎ課は長期休暇中の人と体調不良の人が出たことが重なってしまっており慢性的な人手不足になっている。それでも、私に早朝出勤が割り振られることはない。それはなぜか。

その答えは、ロップじいが朝のうさぎの食事当番を毎日行っているからなのである。一般的な感覚でいくと、社長に何をやらせているのかと思われるかも知れない。

「私はうさぎ好きなのだが、家では家族がアレルギーを持っていて飼えなくて。だからこうして早く来てうさぎに食事をあげるというのは、一種の楽しみなのだよ」

ロップじいはそう言いながら、幸せそうに食事をあげている。

そう、うさぎに食事をあげるというのは、うさぎ飼いにとっては好きなイベントというわけで、それをロップじいは社長権限で独占しているということが真実。

「東十条さんから聞いたよ。ここのうさぎ達への扱いを学んだそうだね。野うさぎ君は特別に私と一緒に食事をあげるのを許可してもいいよ」

ロップじいはそう言ってくれた。

でも。

でも、朝七時には出社して食事をあげ始めるのはカンベンしていただきたい。私もその時間に行かないといけなくなってしまうのだから。

　☆

増田さんと対決をした翌週の月曜日。私は先週に続き、朝七時に出社した。

「あれ？」

しかしそこにいたのはロップじいではなく、見知らぬ女性だった。いや、この女性には会ったことがある。確か私が初めてアニマルカンパニーを訪れたときに動物駅からロビーまで案内してくれた女性だ。あのときと同じ漆黒色のスーツ姿だが、今日はスカートではなくパンツスーツだ。食事をあげるときに屈んだらうんぬんとかを期待していたので少し残念だ。というのは微塵も思っていない。

そんなことを思っていると私の気配を感じたのか、彼女はこちらに振り返る。そして、にっこり笑った。

「残念、もう食事あげは終わっちゃったわよ」

彼女はそう言うと、私の横を通り過ぎ、背中越しにこう言った。

「後片付けは、よろしくね」

「えっ？！」

私は改めて部屋の中を見渡す。そこには昨日までの整然とした姿は無くなっていた。うさぎの食事を袋から取り出すときにこぼれたのか、ペレットが散乱している。草も雑に掴んで取り出したのか、細かい草がうさぎのそれぞれの小屋への道に散らかっている。机の上に置かれたノートは開きっぱなしで、ペンもそんなノートの上に無造作に置かれていた。片付けられない女性。そんな昔に聞いたようなフレーズを思い出しながら、私はそそくさと後片付けと掃除をした。なんとなく納得いかないが。

「月曜日の朝から元気なやつだなぁ」

掃除道具を片付けていると、これまた初めてアニマルカンパニー社を訪れたときに動物駅で出会ったときと同じ服装の東王子さんがいた。東王子さんはロップじいお気に入りのロップイヤーのところにいき、頭を撫でる。撫でながら、

「ご主人様は、今日は休暇だとよ。薄情なやつだよなぁ」

ロップイヤーは撫でられるのよりもペレットを食べたいといった感じで、撫でられながらもずっとモグモグしている。

「ロップじい、今日は休みなのですか」

「ああ、体調不良だってよ。そうか野うさぎ君はうさぎ課の緊急連絡網には入っていないから知らないか」

うさぎ課の皆はロップじいが朝早くに来てうさぎに食事をあげる役目を独占していることを知っているから、ロップじいが来れないときには代わりに早く出社するようにしているのだろう。普段十時頃にしか出社してこない東十条さんですら、現在朝七時三十分、普段より二時間半も早く出社してきている。これは確かにロップじいが独占していなければ、毎日壮絶な争いが起こるだろう。

そして、ふと思い出す。ということは、さっきの女性もうさぎ課の人なのだろうか。

東十条さんにさっきまでここにいた女性のことを尋ねる。東十条さんは、そういえばそうだなと一人納得する。

「彼女は先週フルに休暇を取っていたから、そういえば野うさぎ君にはきちんと紹介出来てないな。かもん！」

東十条さんはそう言って、私を強制的にうさぎ課へと連れ戻した。

うさぎ課の入口。余談だが、アニマルカンパニー社での出社・退社の管理は名前の書かれた札の表裏で行っている。出社したら表に、退社するときに裏にする。今日はまだ朝の八時前なのに東十条さんと長期休暇の人を除いて全員の札が表になっている。普段なら皆九時ぐらいにしか来ないのに、今日は全員が出社していることになる。ロップじいのリカバリーを皆が本気でしようとしたのがわかる。この意識の高さには驚く。

そんなことを思っていると、東十条さんは視線をうさぎ課の奥へ向け、小声で話す。

「ほら、あそこでうさぎの絵本を読んでいるのが朝に見た女性だろ」

なぜこそこそしているのかわからないが、私も付き合って声を出さずに頷く。

「彼女は、愛撫クイーンだ」

「あ、あいぶ？！」

驚きながらも小さな声で話すことを忘れない私。

「東十条先輩、聞こえてますよ」

だがそんな私たちの声は、彼女に届いてしまっているようだ。

「はは、相変わらずうさぎみたいに耳がいいやつだな。ちょっとこっち来いよ」

東十条さんは何のためらいもなくその女性を呼び寄せる。こういう性格はちょっとうらやましい。

愛撫クイーンと呼ばれた女性が近づいてくる。さっき会ったときと同じパンツスーツ姿だが、今は上着を着ていないので白いカッターシャツから見えるスタイルの良さにどきっとしてしまう。なんか私は妙に惚れっぽい性格なのか、溜まっているのか。

近づいてきた彼女の表情と態度はふて腐れており、そして何故かその手には絵本を持っている。東十条さんはまずは私を紹介してくれる。

「もう知っていると思うけど、彼が例の仮入社中の野うさぎ君」

本名を覚えてもらっているかどうかは疑問だ。

「それで、こっちが愛撫クイーン」

「東十条先輩、その呼び方は止めてください。私の名前は撫子（なでしこ）ですよ」

愛撫クイーンは心底嫌がっている口調で言っている。でも東十条さんはその言葉を完全に受け流しており、何も気にしていないようだ。

「はは、彼女はね、マッサージ大会で優勝したんだよ」

→マッサージ大会とは。

説明しよう。アニマルカンパニー社では、うさぎ商品考案大会のようなものが色々行われている。大会の規模は様々だが、基本的に社員であればどの大会にも出場することが出来る。とはいっても、うさぎ商品考案大会であれば基本的にはうさぎ課の人間しか出場しない。そういうローカル大会ではなく、全セクション・全課が出場する大会もある。その一つがマッサージ大会。そこで優勝するということは、本当の実力者であるという証でもある。

「それは凄いですね」

見た目の印象からするに、おそらく私と同じぐらいの年齢だろう。それでいてそこまでの実力を持っているとはかなり優秀な人なのだろう。でも片付けは出来なさそうだが。

そして、ふと思う。

「そういえば、こういった大会って優勝したら何か景品があるのですか？」

「もちろん。今、愛撫クイーンが持っているその絵本。それ確か景品だよな」

景品が絵本。あまり大したことない気がする。

愛撫クイーンは、そう呼ばれることに抵抗するのを諦めてしまったのか、もう怒り返さずに、ただ頷いている。そして、

「絵本をもらえるのは嬉しかったけれど、それでも限度があると思います。一日一冊読んでも三年はかかりますよ」

と、補足した。私はその言葉に耳を疑い、思わず「えっ」と声を漏らしてしまう。

東十条さんは笑う。声を漏らしてしまった私を笑ったのか、その絵本のボリュームを笑ったのかはわからないが。

「はは、愛撫クイーンなら余裕だろ」

「もう、その呼び方は止めてください！」

抵抗することを諦めてはいなかったようだ。そして、そんな二人漫才を横で見ていると火の粉がこっちにも降りかかる。

「野うさぎ君、愛撫クイーンは現在独身彼氏なし。彼女の恋人になれば毎日あの愛撫を受けられるというわけだ。そしたらこっちも彼女に愛撫してだな、」

「絵本の角で頭ぶつけて死んじゃえ！」

ガツーン！

愛撫クイーンは絵本を思い切り投げつけて、そのまま席に戻っていった。

それを、薄れ、いく意識の、中で、見た。

そこで私の意識は途切れた。

　☆

気がつくと、私は見知らぬベッドの上で寝ていた。枕が変わると眠りが浅くなってしまう繊細な私でも、さすがに気絶させられたときはぐっすり眠れるようだ。

「お、気がついたか。よかったよかった」

私が眠るベッドの横には、東十条さんと愛撫クイーンがいた。愛撫クイーンは申し訳なさそうな表情をしている。

「ごめんなさいね」

愛撫クイーンの謝罪の言葉に私は今までの経緯を思い出し、そのギャグのような展開に思い出し笑いをしてしまう。私は笑いながら、気にしていませんよとだけ言った。

仮入社の身分とはいえ、さすがに就業時間中に寝ているのは悪い気がする。だから私はベッドから出ようとする。すると、担当医らしき先生がもう少し寝ていなさいと出ようとする私の動きを牽制する。仕方なくそれに従うことにする。

「先生、俺も一緒に寝てもいいですかね」

東十条さんのその言葉に、担当医は真剣に答える。

「東十条さん、すまないがここはおめでたい頭の病気の治療はやっていないんだ」

担当医もそれなりに酷いことを言っている気がするのは気のせいだろう。しかしなんだろう、この担当医は妙に犬っぽいな。
東十条さんと担当医、そして愛撫クイーンのやり取りを聞いている中で意識はだいぶはっきりしてきたようだ。だが身体を動かすことについてはまだ本調子ではないようで、だるさが身体を覆っている。だから大人しくベッドの中で身体を癒し続ける。身体とは違い頭はすっきりしてきたので、当然の疑問も浮かんできた。

「ここは、一体どこですか」

私の質問に、愛撫クイーンが答えてくれる。

「ここは、アニマルカンパニー内の医務室よ」

「ということはもしかして」

「もしかしなくても、動物用の医務室だ。ここは第一セクションにある医務室なので、小動物を診てくれているんだ。俺たちうさぎ課のうさぎたちもここで診てもらっている」

最重要施設というわけだ。私は辺りを見渡す。雰囲気は一般的な動物病院の診療所と変わらない感じだ。他の動物病院と異なるのは、診療台の数の多さだろう。一般の動物病院はある程度診療可能な動物が限られていることもあり、診療台は基本的に同一サイズのものが置かれている。だがここでは様々な動物に対応する必要があるからだろう。多種多様な診療台が壁際に並べられている。部屋の高さぎりぎりまである棚には、様々な薬品が置かれているのが見える。その中で私が辛うじてわかるのは、プロポリスぐらいだ。ウーサを飼っていた頃にはあげていたが、そういえばラビーにはまだあげていない。年を重ねてから初めてのものを飲ませるのは負担だろうから、そろそろ慣れさせるという意味でも与え始めたほうがいいかな。

などを思いながら私がきょろきょろと医務室内を見ていると、東十条さんが話しかけてくる。

「野うさぎ君は自宅でうさぎを飼っているのだからある程度は知っていると思うが、一応うさぎの病気について復習しておくかい」

東十条さんの提案に、私は頷く。正直このままただ寝ているだけというのは辛いと思い始めていたから。例によってここはうさぎの病気について詳しい人は読み飛ばしていただいても問題はない。

ペットとして飼っているうさぎの病気。その一例として、食事をしなくなるという事象がある。これが人間であれば、ダイエットしているのか恋の病なのか。どちらにせよ緊急性があるものではない。しかしうさぎにとって食事をしないというのは致命傷で、時間が経てば良くなるだろうという考えは文字通り命取りになる。かといって医療代や手間を考えるとそうそう頻繁に動物病院に行くことは出来ない。私自身は、通常時に食べていたはずの食事が次に食事を与えるタイミングになっても減っていなければ、体調を崩しているのだと判断し、翌日動物病院に連れて行くことにしている。

そういった症状になる理由は、毛玉がお腹の中にたまってしまう毛玉症、はたまた寄生虫が原因だったりする。とにかく普段の様子とは違うと感じたら、楽観視するのではなく病気であると想定した上で対応していくことをお勧めする。

そして、これは自分の飼っているうさぎに限ってそんなことはないだろうなんて思わないこと。人間でいう風邪と同じで、どのうさぎもなりうる病気であるという認識でいることが大切である。いざというときに慌てないように、近所の動物病院についても調べておくことも飼い主としては当然の行為であり、義務でもある。なぜなら多くの動物病院は犬猫中心であり、中にはうさぎを診ることが出来ないところもあるからだ。

「私は毎日寝る前にお腹のマッサージをしていますよ」

私がそう言うと、東十条さんはうんうんと頷く。

「それはいいことだな。普段からお腹の具合を知ることで、張っているかといった異常をすぐにわかることが出来るしな」

「うさぎって弱みを見せることを嫌うから、お腹の調子が悪くなると触らせてくれなくなるし、そういった点からも判断出来るね」

愛撫クイーンがそう補足すると、その言葉を受けて東十条さんがいやらしく笑う。

「どうだ野うさぎ君。本当に体調が悪いかどうか、愛撫クイーンにお腹を撫でてもらってはどうかね」

愛撫クイーンを見る。愛撫クイーンは照れた表情をして、そんなこと出来ませんっ！って言うと思ったが、冷たい軽蔑した眼差しが私に向けられただけだった。提案したのは私ではないのですが。

ああ、なんか本当に体調が悪くなってきた気がした、そんな午後の一時。

　☆

うさぎ商品考案大会、予選第二十四回。

私にとっては二回目の挑戦となる。うさぎ課での生活にはある程度慣れることが出来たが、私の本来の目的はそれではない。あくまでこの予選で勝利を得なければならない。

「あら、野うさぎさん」

今日の対戦相手は、愛撫クイーンのようだ。

「野うさぎさん、今私のことをココロの中で何て呼びましたか」

と、不機嫌な表情を見せる。ココロは読まないでいただきたい。しかし初対面の印象では、愛撫クイーンはあまり感情を表に出さない人と感じていた。だが実際に一緒に働くことになって、その感情の豊かさに驚くことがある。それはもしかしたら、大量の絵本を読んだからかも知れない。

ＶＳ愛撫クイーン。

「ちょっと待ちなさいよ。野うさぎさん、私の名前本当に覚えていますか」

勝負開始の合図を無視してやけに突っかかってくる愛撫クイーン。もちろん私は本名を覚えているわけだが、ここはこの前間違えて絵本をぶつけられた仕返しをしなければならない。

私は、ふふふ、と不敵に笑い、こう言った。

「私に勝てたら言いますよ。愛撫クイーンさん」

この台詞が、本当の勝負開始の合図となった。

先行は、今回も私、野花真から。

「私が提案するのは、うさぎが嫌いな味のする布やコードです」

うさぎを初めて飼った人の通過儀礼、コードを齧られてしまうこと。コード齧りは感電の恐れもあるとても危険な行為なので、コードはうさぎが行ける範囲に通さないようにしたり、カバーをつけて噛めないようにしたりと、対処する必要があります。それとは別の話になりますが、布を噛んでしまううさぎもいます。そういったうさぎに暖かい毛布等を与えると、布を噛んでしまい、それがお腹の中に溜まってしまうという危険性もあります。この二点を解消するために、うさぎが嫌がる味というものを、布やコードに染み付けておきます。それを小さい頃からうさぎに与えていけば、噛もうとしなくなってくれることでしょう。

パチパチパチ。私のプレゼンテーションが終わり、愛撫クイーンから渇いた拍手が贈られる。そうだ。この拍手は褒めてはいない。

私が舞台から観客席に戻ってきたところで、愛撫クイーンはゆっくりと立ち上がる。

「野うさぎさん、若いですね」

そう言って、彼女は舞台へ移動した。

後攻、愛撫クイーン。

「私が提案するのは、うさぎの鼻棒です」

うさぎは遊んで欲しいときにその鼻でつんつんしてきます。それを飼い主側もやるべく、孫の手形式で先がうさぎの鼻を模したものを用意します。それを使えば、人間側が触れ合いたいときに、自分自身もうさぎになったような気分でアピールすることが出来ます。

パチパチパチ。愛撫クイーンのプレゼンテーションが終わり、私の熱い拍手が贈られる。そうだ。この拍手は彼女を讃えている。

愛撫クイーンは舞台から降りてこちらに戻ってくる。

「撫子さん、若いですね」

その私の言葉の変化に、撫子さんは微笑む。

「それでいいのよ。だけど、敗北宣言の言葉だけは、まだ早いわね」

撫子さんはそう言ってくれたが、結果は想像通り彼女の勝利だった。

お互いのプレゼンテーションが終わったあと、審査員はどちらが勝利したかを宣言する。その後、審査員による講評があるのだが突然それを撫子さんは断った。そして、

「野花君、まだ時間あるよね」

その答えに私が答えるよりも先に、撫子さんは私を強制連行した。その強引さに驚いていたから、呼び方が変わっていたことになんて気がつかなかった。そんなわけがない。

　☆

アニマルカンパニー本社内カフェ、なでしこ。一般的な喫茶店にあるようなお洒落な内装はないが、それ以外の基本的な部分は同じである。一番奥のテーブルだけは場所の関係上、少し広くなっている。私と撫子さんはそこに陣取り、予選大会後の余韻を味わっている。そんな私たちの目の前に置かれた、チョコレートパフェ二つ。

「ほら、私丁度休みを取っていたでしょ。だから野花君の歓迎をちゃんと出来ていないと思ってね。今日は奢るわよ」

そう言いながら美味しそうにチョコレートパフェを食べている撫子さん。ウエハースは手で取ればいいのに、全てをスプーンで食べるというこだわりでもあるのか、器用にすくって食べている。

「ただ単に撫子さんがパフェを食べたかっただけな気がしますが」

「なにか言った？」

「なにも言っていません。いただきます！」

私はウエハースを手にとって食べた。

撫子さんのチョコレートパフェは早くも終盤戦を迎えており、グラスの底のクリームを一生懸命スプーンで掬っている。

「野花君は、まだアイデアに対する考え方が硬いわね。さっきのやつも、あれはまずうさぎが嫌いな味というものを客観的に作り出さないといけないし、しつけとは言ってもうさぎに嫌いな味のものを与えるのは気分的に良くないし、あくまでしつけレベルなので布やコードを完全に放置出来るようになるわけでもない。そして、味を染みこませるということは、それから少なからず匂いがするわけで、それは私たち人間には無臭でも、うさぎにとっては大きな匂いかも知れない。そんな匂いがするところで生活させて、健康に良いわけがない」

なんというフルボッコ。これなら絶対審査員からの講評を聞いていたほうがまだよかったはずだ。

「私のアイデアはどう思った？」

「楽しそうだなと思いました。もしうさぎの鼻棒が実際に販売されたら、買うと思います」

「それよ！」

撫子さんは私の回答を受けて急に叫び、そしてスプーンをこっちに向けた。怖い。

「野花君の事情はわかっている。今日も負けたから、あと二週で結果を出さないといけない。どんどんアイデアを出し続けないといけないプレッシャーもあると思うの」

とても真面目なことを言ってくれているのだけど、チョコレートパフェを食べながら言っているからなんか可笑しい。

「それでも、楽しまなきゃ。自分自身が楽しんでいないと、うさぎのことを楽しませることも出来ないわよ」

撫子さんの言う通りだ。確かに私はアイデアを出すときに楽しむという観点はなかった。少しずつ焦りも出てきていたのだと思う。そして、気づく。私はまだ半分ぐらいしか食べていないのに、撫子さんはもう食べきっているという事実に。ナプキンで口元を拭いているその姿は、妙に色っぽい。

「東十条先輩は、ちょっと楽しみ過ぎているけどね。あそこまで行ったらだめよ」

撫子さんの忠告に、私はクリームを口に運んだスプーンを口にくわえながら頷く。そしてスプーンを口から取り出して一言。

「ですね」

私たちは笑った。そして、撫子さんはウェイターを呼び止めた。

二回戦が始まる。

　☆

次の日。

「野うさぎ君や、またまた負けたんだってな。プギャー」

「それが可愛い後輩に言う言葉ですか」

「まだ正式な後輩じゃないしな。仮・後・輩」

これだから東十条さんは嫌いだ。

「野うさぎさん、これは東十条先輩を倒して正式な社員になれということだよ」

いつの間にか近くにいた愛撫クイーンの言葉。そして、その変化を理解した。

私は東十条さんに宣戦布告する。

「愛撫クイーンさん、見ててくださいね。次こそ勝ちますよ！」

ガツーン！

愛撫クイーンは絵本を思い切り投げつけて、そのまま席に戻っていった。

それを、薄れ、いく意識の、中で、見た。

そこで私の意識は途切れた。

第五羽　エリート
アニマルカンパニー、うさぎ課。そこでの仕事は多岐に渡る。仮入社の身分では週次ミーティングに出席しないので私が知る機会があったものだけになるが、仕事内容を紹介していこう。

まずは、社内で飼われているうさぎの世話。うさぎの中にはドラマや雑誌に映るアイドルうさぎもいて、彼らには専属スタイリストがついている。飼われている場所もアイドルうさぎ達だけ建物の最上階とのこと。私はあくまでアイドル以外のうさぎの世話のみ許可されているのでその部屋に入ったことすらないが、時々建物の前ですれ違うスタイリストさんの雰囲気からして、王族が住むような部屋になっているに違いない。おっと、話が逸れた。うさぎの世話は、基本的に家で飼っているうさぎに対して行っている事と変わりは

無い。なので仕事をしているという感じはしないが、ことうさぎ課にとってはこれが重要な仕事であることを認識している。そういった心構えの違いが、仕事の出来の細部に関わってくるもの。この言葉を教えてもらえたことだけは、前の会社の上司に感謝しなければならない。

その他の仕事と言えば、うさぎ関連商品の営業だ。うさぎ課で開発した商品を全国のうさぎを扱っている店に勧めていく。これはいかにその商品の知識を持っているのか、うさぎがその商品を触っているときを見ているか、知っているかが重要になる。お客様は人間側が想定した使い方を聞きたいわけではなく、実際にうさぎ達が使ってみてどういう結果になったのかを知りたいのだから、

そして、うさぎ関連商品の開発・改良。現在、うさぎ商品考案大会としてアイデアを競い合っているが、普段からもそういったことはうさぎ課内で行われている。

つまり。

私が仮入社としてうさぎの世話やうさぎ商品考案大会に出ているということは、正式な社員になったときに必要なスキルを養っているということになる。仮配属として過ごすこの一ヶ月間。私はロップじいや他の皆の好意に恥じぬよう、努めなければならない。

だがその決意は、彼によっていつもかき乱されている。

「おーい、野うさぎ君」

東十条さんだ。彼はいつも不真面目な態度や言動をとっているように見える。しかしアニマルカンパニー社内の大会においての優勝数はトップである。うさぎ商品の開発数、新規営業場の開拓、うさぎ育成理論本の執筆。そしてうさぎだけではなく学会で動物論が評価されるなど、幅広い知識も合わせて持っている。彼の噂を聞けば聞くほど、エリートであることがわかる。普段見せている姿は、仮の姿なのだろうか。

「野うさぎ君や、デートしようか」

「東十条さん、仕事中ですよ」

「えっ？！　それはまさか仕事中じゃなかったらいいってことかな」

「違います」

東十条さんは残念だなぁと言いながら笑っている。これだから、この人は嫌いだ。

東十条さんは、仕事中にこんな感じに色々とちょっかいを出してくる。今もまたそうだ。何故か私に上着を着るように促してくる。確かに今日のうさぎ課内は肌寒いけど、私は少しぐらい寒いほうが好きである。

「そうじゃないって。今週はロップじいも戻ってきたから仕事に余裕があるだろ。だからせっかくだし、まだ行っていないところを案内してやるよ」

昔、新入社員が猛獣課に迷い込んで食べられたという噂を聞いてから一人で第一セクションの探検すら出来なくなっていたので、これは嬉しい提案だった。

私は仕事をきちんと努めるのは明日からにしようと駄目な決意をして、上着を手に取った。

　☆

うさぎ課の周りの位置関係を説明しようか。うさぎ課のある建物は、アニマルカンパニー社の敷地の南西にある。うさぎ課を出て東に少し歩けば、私が初めて訪れたときに歩いた庭園のような雰囲気を持つメインストリートがある。そこから南に行けば動物駅方面、北に行けば第二以降セクション、そして社長室のある本社がある。
メインストリートから東側のエリアは、うさぎ以外の小動物エリアとなっている。犬や猫はそちら側のようだ。

では、うさぎ課の西側はどうなっているか。

私と東十条さんは、うさぎ課がある建物を出て西側にある道に入る。こちら側にはまだ行ったことがないのでどきどきだ。前を歩いている東十条さんは振り返り、私にデートだからもう少し近くで歩けとわけのわからないことを言っているので、私は頷いて近くに寄る。これでも上司には従順なのだ。
横並びに歩く私たち。視線はお互いに前方に向けているのが普通だと思うが、東十条さんは口を開くたびに視線をこちらに向けるからこけそうに見えてあぶなっかしくて困る。でも目線がこっちを向いていても障害物を避けるから、うさぎの様な視野を持ってそうだ。
そんなことを思いつつ、気がついたことがある。

「東十条さん、赤いですね」

その言葉に、東十条さんはわざとらしく驚く。

「なんで俺が赤いパンツを履いていることを知っている。君はエスパーか、透視か。いやらしいやつだな」

と、わけのわからないことを供述しており。

「いや、眼ですよ。でも今まで何度も東十条さんの眼を見ていたと思いますが、赤いイメージなんてなかったのですけどね」

そうなのだ。何故か今日の東十条さんは赤い眼をしている。充血しているという意味ではなく、中心の黒目の部分が赤いのだ。私の言葉を受け、東十条さんはさりげなく胸ポケットから小さなケースを取り出す。そしてそれをこちらにちらっと見せてすぐにまたポケットに戻した。

「カラーコンタクトだよ。俺はパンツの色にあわせて、コンタクトの色を変えているのだよ」

「なんでそんなことを？！」

「お洒落だからだよ。だろ？」

残念だがその意見には同意出来ない。なので私は苦笑いをしながら足を少し速めることにした。

気がつくと足元が石畳から芝生に変わっている。周りもメインストリートやうさぎ課の辺りの整備された感じではなく、公園の一部のような雰囲気になっている。そして、所々にうさぎの糞らしきものが落ちているのが見える。

「ここは、うさぎの散歩コース。いくらあのうさぎ達がいる部屋が広いといっても、たまにはこういう陽が当たる場所で散歩させないと元気に育たないのさ」

私が今自宅で飼っているうさぎのラビー。彼女を一度外に連れて行ったことがあるが、そのときは怯えてなのか全然動かなかった。うさぎ課のうさぎ達が喜んで散歩するというのなら、やはり外で散歩するということも慣れが必要なのだと思う。ラビーも小さい頃から少しずつ慣れされておけばよかったかな。

そんなことを思っていると、東十条さんはうさぎの散歩コースに面している建物の壁を指差す。そこには一メートル四方程度の大きさの絵画がいくつも飾られていた。おそらく有名な絵の複製画だろう。名前や作者まで思い出すことは出来ないが、どこかで見たような作品ばかりだ。

「これはうさぎ課の皆で提案して飾ったんだよ。うさぎ達にも色々な絵を見せてやりたくてな」

東十条さんはそれぞれの作品の近くまで行き、タイトルと作者と見所を順に説明してくれる。でも一気に覚えられるわけもないので、大半は耳から零れていってしまった。ココロの中でごめんなさい。
私は、なるほどと言いながらも、気になることがあるので尋ねる。

「うさぎ用にしてはサイズ大きくないですか」

東十条さんはその言葉に、何もわかっていないな、と首を振る。

「おいおい。野うさぎ君は絵画を見るときに自分の身体のサイズにあわせた大きさにするのかい」

「しないですね。なるほど」

東十条さんの言うとおりだ。実際に飾られているものと、画集に載っているものとではイメージも感じ方も大きく違うものだ。だからこそ私たちは美術館に海外の絵がやってくるのを楽しみに待っているのだ。言われるまで気が付かなかった。この観点は今までの私にはないものだ。それはつまり、新しいアイデアを生み出すきっかけになるかもしれないし、ならないかもしれない。
「おーい、置いていくぞー」

そんなことを考えていると、いつの間にか東十条さんは先に進んでいた。私は追いつこうと小走りに向かおうとして、

「うさぎの散歩コースでは、走るの禁止！」

歩いて向かった。

　☆

うさぎ課がある建物を出て、西側にあるうさぎの散歩コースを越えたところにある横長の大きな建物の前に私たちは着く。この建物には入口が複数あり、警備員がいないところからして、倉庫だろう。

「正解。ここがイチイチ倉庫だ」

第一セクション・第一倉庫だから、イチイチだそうだ。イチイチでイチャイチャするクチャラー。なんでもない。

しかしアニマルカンパニー社にある建物は基本的に外見はほぼ同じである。なので一見しただけでは何の建物かがわからない。ここイチイチ倉庫の場合は、横長であるということと、空調音が他の建物に比べて少し大きめである。倉庫と言えば海岸沿いにあるものをイメージして、シャッターの入口を想像されるかも知れないが、あくまで基本構造は一緒なので自動扉になっている。

東十条さんは社員証をセンサーにかざし扉のロックを解除する。解除音を確認し、私たちは中に入る。中の冷んやりした空気が私たちを包む。

「この中には第一セクションで飼われている動物の餌が保管されている」

中はホームセンターの様な内装になっており、ただそれと違うのは、並べられているのが全て動物の餌ということだ。

東十条さんは何かを思い出したようだ。

「昔、京子に猛獣セクションの餌が置いてある倉庫に連れていかれたことがある。いいか、言っておくぞ。あそこは俺たちが入る場所じゃない。いいか、もう一度言うぞ。あそこは俺たちが入る場所じゃない」

あの東十条さんが思い出し震いしながら二度言った。よっぽどのことだと理解した。私たちはそんな怖い話を含めた雑談をしながらも、うさぎの食事が置いてある区画に辿り着く。

「あれ、ここには普段うさぎに与えているもの以外の種類のペレットも置いてあるのですね」

ペットショップで見かけるような様々な種類のものがある。

「ああ。基本的には同じ種類のペレットをあげるようにしているけれど、体調によっては低カロリーのものに変えたりもするんだ。アイドルうさぎの皆さんは、もちろんこの高級なやつだ」

なんてったってアイドルだしな。正直に言うと内容の違いがよくわからないので、値段でその良し悪しを判断していたりする。うさぎ課で働くのであれば、今後はそんなことではダメなので勉強しておこう。

などと思っていると、東十条さんは自然な動作でペレットが入った大袋を開け、中から数粒取り出し、それを口に入れる。ボリボリボリという、うさぎが食べているときと同じ音が静かな倉庫内に響き渡る。それを見て驚いている私に、東十条さんは一言。

「ん？　野うさぎ君も食べるかい？」

私は全力で首を振った。

「というより、なんで食べているのですか？！」

東十条さんはやれやれという仕草をする。

「その質問はもう何回されたかわからないな」

そう言いながら、今度は別の袋を開けて、ボリボリボリ。

「野うさぎ君は、自分自身で食べられないものをうさぎに与えているのかい。それじゃあ出荷用と家庭用で農薬濃度を変えている農家と同じだぞ」

それとこれとは問題が違う気がするし、農家も売るために仕方なく農薬を撒いていると聞く。でも最近無農薬野菜の販売もそれほど高価ではなくなってきていることからも、努力でなんとかなる問題だったのかもしれない。あれ何の話だっけ。

「そんな難しく考える必要はない。うさぎに対して筋を通す。それだけ守ればいいのさ」

そう言って、東十条さんは私に対してペレットを渡す。

今までペレットを自身で食べるということを考えたこともなかった。でも実際に食べようと考えたとき、衛生面は大丈夫なのか、腐ったりしていないのか、害はないのかといったことが頭を過ぎる。

「可笑しい話ですね、自分自身が食べるということになって初めて、色々考えさせられる」

自分自身で飼っている可愛いうさぎに対してすら、これらを考えたことはなかった。それだけ私は無責任でいたのか。確かにうさぎに健康でいて欲しいという思いを持っていても、これでは筋が通らない。

私は決意して、ペレットを口の中に入れようとしたその瞬間、私の手は払われる。地面に落ちるペレット。

私の手を払ったのは、食べろといった本人、東十条さんだった。一体何が起きたのか。

驚きの目で東十条さんを見ると、その手には小さなクッキーがあった。それを口の中に入れて、ボリボリボリ。その音は、さっき聞いた音とそっくりだった。

「まさか」

「そのまさか。実際はクッキーを食べていたのだよ。ペレットを食べるわけないでしょう」

そう言って東十条さんは、いやらしく笑った。

今までに何度言ったかわからないが、今回も言おう。私は東十条さんが嫌いだ。

　☆

ペレットと言えば。

「そういえば、ペレットについて質問があるのですが、よろしいでしょうか」

「お、人気の無い場所での二人きりの勉強会だな」

そういう危険な発言は置いといて。ここもうさぎの知識がある方は読み飛ばしていただいて大丈夫である。では、れっつうさー。

うさぎの食事は大きく分けて、ペレットと、チモシー牧草に分かれる。ペレットの原材料は草。そしてチモシー牧草も、もちろん草である。同じ草なのに、ペレットを与える量は制限するがチモシーは基本的に食べ放題にする。この理由は何なのか。

「簡単に言えば、草の栄養分の違いだな。例えるなら、俺たちが食べる野菜も、同じ緑色の野菜でも栄養素が違っているだろ」

「確かに」

「そもそもペレットというのは、その形状を意味する。だからもちろんその種類は様々だが、基本的には人間でいうところの白ご飯だと思えばいい。そして、チモシー牧草がおかずだ。白ご飯ばかり食べていると太ってしまう。バランスよく白ご飯とおかずを食べなければいけないというわけだ」

「なるほど、そういうことだったのですね」

「草と言っても色々な種類があるということ。またその種類も季節によって変わってくる。アイドルうさぎ以外ではそこまで厳密に使い分けする必要もないし、そもそもうさぎにも好みはあるから、餌を変えようとしたら食べなくなることもある。大切なのは、こういったことを飼う人間が意識する必要があるということだ。意識していれば、自ずとどういった行動をとらなければならないかは理解出来るはずだ」

「私はホームセンターに売っているお徳用のペレットとチモシー牧草を与えています」

「もちろんそれでも悪くはない。だが、うさぎが歳を重ねたときにいざカロリー低めのペレットに変えようとして、それを食べなかったら困るだろう。だから、小さい頃から少しずつそれらを与えていき、慣れていってもらったほうがいい。ほら、うさぎ課で飼っているうさぎ達は何種類かの餌を食べることが出来るだろ。自然とそういう風になってくれるのが理想だな」

「なるほど、勉強になります！」

「うむ、今回の勉強会は文章だけじゃなかったな。こっちの方がわかりやすいかな」

誰に問いかけているのだろうか。そんなことを思った今日この頃。そんな勉強会。

　☆

うさぎの餌についてイチイチ倉庫で東十条さんとイチャイチャ話をしていると、足音が近づいてくるのが聞こえる。その音がする方を見ると、見慣れた女性が近づいてきていた。

「東十条先輩、野うさぎさん、探しましたよ」

愛撫クイーンだ。少し息が切れている辺り、色々な場所を探し回ってくれたのだろう。申し訳ない。愛撫クイーンは話を続ける。

「今日はロップじいの視察がある日ですよ。色々と隠さないとまずいことになりますよ」

東十条さんと私はお互いに携帯電話を取り出し、現在時間を確認する。視察の時間まであと十五分ほどになっていた。

「おお、あぶないところだった。ありがとう愛撫クイーン」

「だからその言い方はやめてください」

東十条さんはそんな愛撫クイーンの言葉に、珍しく微笑みで返す。

「それなら、もう一つぐらい全社大会で優勝するんだな」

そして、私と愛撫クイーンを残して、我先にと駆けていった。

私はその後姿を見ながら、思う。東十条さんが、撫子さんが愛撫クイーンと呼ばれることを嫌がっているのがわかっているのに、ずっと言い続ける理由。その理由が今の言葉なのじゃないだろうかと。そう思うと、やはり無性に思う。東十条さんが嫌いだ、と。

私と愛撫クイーンも、東十条さんに続いて戻る。戻っている最中に、愛撫クイーンにさっきの倉庫での出来事を言うと、

「野うさぎさん、東十条先輩に騙されたのね」

「そうなんですよ、危うくペレットを食べるところでしたよ」

「そこじゃないわよ」

「えっ？」

「東十条先輩はね、」

ごくり。思わず生唾を飲む。

「ペレットの味判別大会の優勝者よ」

　☆

うさぎ商品考案大会、予選第二十五回。

三回目の挑戦となる。ここで負けてしまうともう後がなくなってしまう、なんて、負けたときのことを考えてはいけない。今日、勝てばいいのだ。自分のアイデアに自信を持たなくて何がプレゼンテーションか。

『それでも、楽しまなきゃ。自分自身が楽しんでいないと、うさぎのことを楽しませることも出来ないわよ』
愛撫クイーンの言葉を思い出す。気負いし過ぎの自分を勇める。

「気負いするぐらいでいいぞ。相手はこの俺なのだから。まぁ肝心のアイデアがどうしようもなかったらプレゼンをがんばっても仕方がないところだがな」

そう言って現われたのは、東十条さんだった。言葉は普段どおりだが、表情からいつものふざけた感じが消えていて、まるで別人だ。本当に彼は東十条さんなのだろうか。

「いいか、アイデアは思いつきじゃない。日々どれだけうさぎと接しているか、日々どれだけうさぎのことを考えているか。そしてさらにうさぎ以外の動物の視点から見ていくことでわかる世界もある。そういう意味でこのアニマルカンパニーという会社は作られているというわけだ。そこで俺がトップマスターでいられることの意味。それを今日の勝負で理解して、最終戦のアイデアを考えるといい」

東十条さんの勝利は確定という言い方。だから私は彼が嫌いだ。

私は舞台に上がり、審査員を、東十条さんを見て、口をゆっくりと開く。

「私が提案するのは、ペットボトルに巻く藁シートです」

ある日、私は何気なくうさぎの目の前でペットボトルをクルクルさせて見ました。すると、前足を使ったり思い切り噛み付こうとしたりと、今までに見せたことがないような攻撃性を出してきたのです。色が問題なのかと思いましたが、どの色のペットボトルでも同じような仕草を見せるので、目の前に回転するものがあるということに何か感じるものがあるのだと思われます。この行為でうさぎのストレス解消に繋がると考えられますが、ペットボトルの素材をそのままうさぎに触れさせるのはよくないので、藁のシートで巻けば、飼い主も安心して遊ばせることが出来るようになると思います。

私のプレゼンを聞き終え、東十条さんは頷いている。

「これはうさぎ課でうさぎを管理している中では気がつかない視点だよね。まさかうさぎがいる部屋で優雅に飲食するなんて私以外しないだろうし」

この言葉の意味。まさか東十条さんはこのアイデアを考え付いていたのだろうか。

「ココロを読みましたが、その通りです。このアイデアは前々回のうさぎ商品考案大会で東十条さんが発表されています」

審査員は私にそう言ってから、さらに無常にも失格であると告げた。がっくりと来る私の肩を東十条さんが軽く叩く。

「アイデアの観点、楽しもうという視点、そしてうさぎへの愛情。それなりに悪くはないアイデアだ。だが勉強不足だったようだな。過去のアイデアを調べるのも大切なことだ」

そう言うと、東十条さんは舞台に上がる。

「まぁせっかくだから、俺のアイデアでも聞いていくのだな」

東十条さんはそう言うと、ポケットからスプレーを取り出す。そして、それを周りに吹き散らす。甘い香りがする。
「私、東十条王子は、おやつスプレーを提案します」

このおやつスプレーは、おやつの匂いを草の塊にふりかけるという使い方をします。おやつはうさぎのココロを掴むために有効なものですが、その分うさぎの肥満に繋がっていきます。うさぎのおねだりに耐える強い心があれば問題ありませんが、人間皆そんなに強いわけではありません。そういうときに、草にこのスプレーでおやつの匂いをふりかけ、草をおやつと思わせて与える。健康のことを考えながらもおやつと同等の効果をもたらすことが出来るこのスプレー。一家に一本。いかがでしょうか。

「欲しいですね、そのスプレー」

私は素直にそう思えた。こういうのが優れたアイデアなのかと思う。私が出してきたアイデアは言わば限定的な人にのみ受け入れられるようなもの。それに対して東十条さんのアイデアはうさぎを飼っている人であれば皆が欲しいであろうもの。この違いは大きい。

「野うさぎ君は最初から諦めていないかな。こういった万人が必要・欲しいと感じるようなものであれば、もう既に誰かが考えているのではないかと。それは間違いだ。まだこの世界には様々な可能性が残されている。だからこそ、うさぎ課は存在している」

東十条さんの言葉は、今の私には少し重かった。

汗が出る。

これで私に残されたプレゼンテーションの機会は、あと一回。状況はかなり厳しいが、まだ可能性が消えたわけではない。

「でも、ココロしてアイデアを練ってください。そうしなければその可能性はありえません」

そう言いながら私たちのもとに近づく男性。

「ロップじい」

最近また体調が悪いのか、ロップじいは杖をついている。

「最終戦の相手は、私です」

その言葉に、最初は頭が追いつかなかったが、すぐに驚きが私の中を駆け巡る。ロップじいが最終戦の相手だって？！

だが私がそう思う以上に、隣にいる東十条さんが驚いていた。

「おいおい、それはいくらなんでも厳しいのじゃないか。次が正社員になれるかどうかの最後の機会なんだろ。そんなときにロップじいが相手をしなくても」

東十条さんのその言葉に、ロップじいは睨み返す。東十条さんは俯き、それ以上は口にしなかった。

ロップじい。アニマルカンパニーの社長。そして、ラヴィアンローズに日々通っているほどのうさぎ好きでもある。先ほど東十条さんが言った、良いアイデアを出すための条件を完璧なまでに満たしている。

でも、もうさすがにアイデアは尽きてきているかも？　甘い。さっき東十条さんも言っていた。まだまだ可能性は残されている。

私は来週の戦いを想像し、震える。これは怯えではない。武者震いだ。そんな私に、ロップじいは言う。

「もちろんハンデは与えます。今回に限り、彼女や愛撫クイーン、うさぎ課以外の人でもかまいません。アイデアを直接受け取ることは禁止しますが、アドバイスを受けることは許可します」

ロップじいはそう言って、東十条さんの方を向き、

「これは野うさぎ君だけでなく、貴方たちの今後のことにも関係していることは理解していますよね」

東十条さんは真剣な表情で頷く。それを確認してから、ロップじいは再び私を見る。

「全力で私のこの頭にあるアイデアを超えるものを考えてきてください。それを超えることが出来れば、晴れてアニマルカンパニーの社員です」

そう言って、ロップじいは帰っていった。審査員もいつの間にかいない。

残された私と、東十条さん。

「野うさぎ君、いや、甘えはなしか。とにかく戻って作戦会議だ！」

「は、はい」

こうして私の最後の戦いの幕が開かれた。

　☆

うさぎ課へ戻る途中。早足で歩いている私と東十条さんとの会話。

「そういえばさっきロップじいが、うさぎ課の彼女と愛撫クイーンという言い方していましたけど、彼女って増田さんのことですかね。うさぎ課じゃないけど、いつも私たちと一緒にいるから勘違いしたのかな」

「何を言っているんだ、俺のことに決まっているだろ」

「へ？」

「野うさぎ君、まさかお前、ずっと俺のことを男性だと思っていたのか？」

「い、いやだって口調も俺ですし、名前も王子ですし」

「よくよく考えろよ。うさぎ課の人は全員あだ名で呼ばれている。俺だけ例外的に本名で呼ばれるわけないじゃないか」

「じゃ、じゃあまさか本当に」

「そうだよ、正真正銘女性だよ。急いでなかったら殴っているところだよ。本当に失礼なやつだな」

無茶言わないで貰いたい。気がつかないよ。

「兄が三人、弟が二人。そんな環境で育ったから自然と口調も男性になっていったんだよ」

「王子はわかりますが、東十条は何でついたのですか？」

「東十条で、王子だからだ」

「よくわかりませんが」

「細かいことは気にするな。それよりも、アイデアをだな」

「わかってますよ」

だから彼は、彼女は嫌いだ。

「何か言ったか？」

「いいえ、何も」

そんなやり取りをしながら、私たちは駆けていく。

第六羽　真実
うさぎ課の執務室のすぐ横にある休憩室。正しくは会議室なのだが、その部屋が会議に使われたことはここ近年ないようだ。四人ほど入れば狭いと感じる部屋には、誰が持ち込んでいるのか色々なお菓子が置いてある。うさぎ課のローカルルールとして、この部屋に置いてあるものは自由に食べてもいいが、食べた分と同じだけ、はたまたそれ以上のお菓子を補充する決まりになっている。だから実際は十人以上入ることが出来る部屋なのに、四人でも狭く感じるようになっているのだ。来年にはお菓子で部屋が埋まりそうだ。それは言い過ぎか。

と、まぁ、そんな部屋に、私たちは集合している。私たちというのは、私、野花。うさぎ課の上司である東十条さん、愛撫クイーン。そして猛獣課の増田さん。皆、忙しい中私のアイデア練りに協力してくれることになった。

今まではアイデアを考えるのはあくまで私自身だけで行うことになっていた。だから方向性のアドバイスはあったものの、アイデアそのものに対するそれはなかった。だが今回はロップじいが言ったようにアイデアに対するアドバイスが可能となっている。そして、私のアイデアの出来には皆の成績もかかっているようで、皆は容赦なく不甲斐ない私を攻めたてる。

このアイデア勝負というのは、時間をかければ良いというものではない。だから会議は一日一時間と限定し、皆が集まることが出来る就業後の時間、十八時に、ここうさぎ課の休憩室に集まるということになった。もとい、会議室。そして、皆が私に協力してくれる条件として、私自身は毎日アイデアを複数考えてその場で発表するということを約束した。それはつまり、会議の時間は一時間だけだ

が、その他の時間は私は出来る限りアイデアを練り続けていかないといけないというわけだ。

月曜日。

「うさぎが寝ているかを判定する機械というのはどうでしょうか」

「ほう、気になるね」

うさぎが寝ているか判定機。

鼻の動きをセンサーで感知する。鼻の動きが一定以上止まると、うさぎが寝ていると判断して指定のアドレスにメールを送る仕組み。これによりうさぎが寝ていることを早く知ることが出来、その眠りを妨害しなくてすむ。

「どんな高性能なセンサー搭載の機械だよ。そんなのどこかの研究所にしか設置出来ないだろうし、そもそもそういったところは監視カメラの映像で解析してるのだよ」

「つまり」

「却下だ」

「ですよね」

幸先の良いスタートを切れたようだ。

とりあえず今はどんどんアイデアを出していくことが大切だ。私は続ける。

リアルグルーミング。

うさぎ自身がするグルーミングは、舌で行っている。それを実現させるべく、舌の感じに似た少し粘着性のあるものでグルーミングするのはどうか。

「どうかと言われても、却下としか言いようがない」

東十条さんが再びバッサリ私のアイデアを切る。そんな姿を見て、増田さんは東十条さんを殴る。

「ちゃんと理由を言わないと意味がないでしょうが」

東十条さんは殴る前に口で言ってくれと増田さんにぼやいてから、私の方を向く。

「そうだな、うさぎの毛をグルーミングするというのは私たちは毎日クシを使ってやっているだろ。それは大昔から皆がやっていることで、そしてそれは昔からやっているからという理由でクシを使っているのではなくて、日々研究が続けられており、それでいてクシが最適であるという結論が出ているからだ。うさぎ自身は舌しか使えないから舌でやっているだけであり、それを真似ることに意味はない」

確かに東十条さんの言うとおりだった。

軟便スプレー。

泡で軟便を閉じ込めて匂いを防ぐことと、取りやすくするために使う。
「使わないな。そもそも軟便を残してしまうということは、そのうさぎの食生活に何か問題があるということだ。後処理の辛さからもそういった事実を反省することが出来るから、これは便利にすべきではない。それと、俺のアイデアのスプレーに影響されすぎ」

言われればその通りだ。厳しいな。

　☆

これで今日私が用意出来たアイデアは終わりとなった。

「とりあえず明日に期待ということで、今日は解散だ」

東十条さんと増田さんはまだ仕事が残っていたようで、そのままうさぎ課と猛獣課へと戻っていった。私はそのまま会議室に残り、アイデアを、アイデアのヒントを思索する。

「一人で考えて出せるアイデアは、家に帰ってからでも出せるよね。せっかくだし二人でなら出せるようなアイデアを一緒に考えようか」

そう言って、愛撫クイーンも残ってくれる。本当に愛撫クイーンには頭が上がらない。私がそう思っていると、愛撫クイーンはため息一つ。

「そう思っているなら、呼び名も撫子にして欲しいわね」

この会社の人間は皆、心を読めるのだろうか。

とりあえず気分転換に雑談。

「そういえば愛撫クイーンさんは元々は撫子と呼ばれていたのですよね」

「そうよ」

彼女が愛撫クイーンと呼ばれるようになったのは、マッサージ大会で優勝したからだ。

「今となっては、撫子と呼ばれる方が珍しいぐらいよ」

「その撫子と呼ばれるようになった理由は何なのですか？」

私がうさぎ課に野原さんがいたから野うさぎ君と呼ばれるようになったように、愛撫クイーンが撫子と呼ばれるようになったのにも理由があるはずだ。それが気になっている。

「そ、それは」

愛撫クイーンは恥ずかしそうに視線を逸らす。が、そのとき私の後ろから声が聞こえる。

「アニマルカンパニーにあるカフェ、なでしこ。入社したときからそこで毎日パフェを食べていたからさ」

「東十条先輩！」

愛撫クイーンは恥ずかしがりながらも東十条さんに向けて絵本を投げる。東十条さんはそれを華麗に左手で受け止める。

「まぁまぁそう怒らずに、これで許してくれ」

東十条さんはそう言うと、会議室の机の上に箱を置いた。それは黒色のパッケージで、茶色の文字でチョコレートと書かれていた。皆さんは会議室の中にお菓子が一杯あるのにお菓子の差し入れとはこれ如何に、とお思いかも知れない。この会議室の中には確かにお菓子は一杯あるのだが、常温で管理するということになるのでチョコレートはないのだ。

「今日、営業先で貰ったお土産のチョコレートだ。愛撫クイーンは甘いものが、特にチョコが好きだろ」

愛撫クイーンの目は輝いていた。そしてその手でチョコレートを掴み、言った。

「私は、東十条さんを許します」

と。

結局その後、東十条さんを探して増田さんも戻ってきたので、皆で会議室でお茶会をした。なので結局アイデアを考えるという作業は、家に帰って一人ですることになった。

それもまた一興。

　☆

その日の夜、私はあの昔に見たうさぎ裁判の夢を見た気がした。

私は傍聴席にいて、その裁判を見ていた。うさぎ法で食べることが禁止されているものの一つ、チョコレート。それを食べていたとされる被告うさぎ。それは確かにうさぎそのものの姿なのに、何故か彼女のような雰囲気を感じた。そんな気がしたが、朝起きたときにはもう覚えていなかった。

　☆

火曜日。

少し眠い眼をこすりながら、私はまとめたノートを広げる。

「ホコリバキューム」

「掃除機だろ。却下」

「ちょ、ちょっと早すぎますよ。聞いてくださいよ」

相変わらず東十条さんの突っ込みは早い。だが考えてきたアイデアを無駄にするわけにはいかない。

ホコリバキューム。

草を与える際に細かな草埃が出てそれでうさぎの目を傷めてしまうのをいつも気にしていました。また、ブラッシングしたときに飛び散る毛も同様です。そういったときに、それらを吸印する機械、扇風機の逆パターンのものが有効だと思われます。動力はコンセントではなく乾電池にすることで持ち運びも可能とします。

「却下って言っただろ。それは既に商品化されている。勉強不足だ」

相変わらず東十条さんの指摘は的確だったようだ。

うさぎ用まくら。

うちのうさぎは、くつろぐ際にその顔を段差の上に乗せていることがある。うさぎ自身は別にそういった枕がない状態でくつろぐことが出来るのだから、枕に乗せたその姿勢がうさぎにとって心地よいものだと想像出来る。だから小型でかつ人間用枕のような適度な弾力性を持ったうさぎ用まくらがあればよいのではないだろうか。

「悪くはないわね。でもひとついいかしら」

そう言いながら愛撫クイーンは首元を触る。

「人間の首元とうさぎの首元の違いについて考えてみたかしら」

「それは考えていませんね」

「人間は肌が露出しているから、枕とするには柔らかい素材を好む。でもうさぎは毛に覆われている。メスのうさぎならさらにマフマフもある。そういった場所にあてがうものは、果たして本当に弾力性を持つものがいいのかしら。硬い方がいいから、あなたの飼っているうさぎは段差でくつろいでいるのではないかしら」

愛撫クイーンの指摘は最もだった。そこまで深く考えることは出来ていなかった。

「まぁアイデア自体は悪くなさそうだし、他のものが出なかったときの候補生として残しておきましょう」

やっと一つ次点アイデアを出すことが出来た。だがもちろん次点で満足していてはロップじいに勝つことは出来ない。

「次、はい次」

東十条さんの催促に、私は頷いた。

毎日写真を撮らないと爆音が解除されない目覚ましアプリ。

これにより毎日うさぎを撮影する必要が出てくるので、思い出作りにもなります。このアプリの良いところは普段は思い出作りをしていないような人でも写真を撮ろうというきっかけになるということです。

「そしてそのアプリの欠点は、必ずしもうさぎを撮影する必要はないということだな」

そういえばそうだ。しょんぼり。

カシャ。そんな私の顔を撮る、東十条さん。その写真を見て笑う愛撫クイーンと増田さん。私のアイデアは、ひと時の笑いに消えた。

　☆

今日のアイデアはここまで。とりあえず次点のアイデアが出たことだけが救いか。

だがまだまだだぜ、と言って東十条さんは会議室から出て行く。その後を追うように愛撫クイーンも出て行く。増田さんはひとつ大きなあくびをしながらも、会議室から出ていこうとはしない。おそらく何かしらアドバイスをしてくれるつもりなのだろう。私はその好意に答えるためにも、アイデアを搾り出していくことにする。

が、その前にやっぱり雑談。

「増田さん、ぶっちゃけた話をしてもいいですか」

「ん、どんとこい」

「ずっと気になっていたのですが、東十条さんって本当に女性なのですよね」

私のその言葉に、増田さんは一体何を言い出すのかといった感じで、笑う。

「そうだよ。なんだずっと東十条を男性だと思っていたのかい」

「そりゃあ、あの服装で口調も俺って言っていますし、普通気がつきませんよ」

「あいつは胸も尻もちっちゃいしなぁ。ちっぱいに、ちっちりだ」

そこまでは言っていないけどな。

「で、それが聞きたかったのかな」

私は首を振る。

「ずっと東十条さんと増田さんは付き合っていると思っていたのですが、お二人とも女性ということは私の勘違いだったのでしょうか」

私のその言葉に、増田さんは今まで見せたことがないようなニターとした悪い表情を見せる。その表情にどきっとしたそのとき、またまた不意に後ろから声が聞こえてさらにどきっとする。

「京子はな、男だよ」

東十条さんの爆弾発言。その言葉に、増田さんは不服そうだ。

「あっさりばらしてしまって、面白くないなぁ」

「まぁそう言うな」

東十条さんはそう言いながら、会議室の机の上にコンビニの袋に入った何かを置いた。

「さっきコンビニに行ったら、懐かしいものが売っていたから買ってきた」

その袋の中には、にんにくキャンディというものが入っていた。

「懐かしいね」

そう言って、増田さんは袋から一粒取りだし、口の中に放り込む。にんにくの匂いが、狭い会議室に充満する。東十条さんも同じように口に放り込んだあと、

「俺はボーイッシュな格好を好むし、京子は京子で俗に言うオカマだから、妙にウマがあったというわけさ。だけど、それも昔の話だ」

「昔の話？」

「もう別れているわよ」

それを聞いた私は、

「お、ほっとした？　おいおい俺に気があるのかな」

そう言ってからかう東十条さんを無視して、にんにくキャンディを口に放り込む。そして、思う。やっぱり私は東十条さんが嫌いだと。
あと、にんにくキャンディは微妙だった。

　☆

「また今日も雑談してしまって会社でアイデアを考えることが出来なかったな」

反省をしながら布団にもぐりこむ。

その夜、私は再びあの夢を見た。そのときには既に判決を言ったあとのようで、一匹のうさぎが係官に奥へと連れていかれていた。そのとき、にんにくの匂いを微かに感じた。そんな気がしたが、朝起きたときにはもう覚えていなかった。でも、口臭が気になったのでいつも以上に歯磨きを丁寧にした。

　☆

水曜日。

気にしないように努めているけれど、それでも少しずつ漏れ始める焦り。押しつぶされる前に、先に進まないといけない。

会議室にあるホワイトボードの前に東十条さんは立っている。その手には指し棒が握られている。

「うさぎは本能だけで生きているか。それは否。例えばそのうさぎが苦手としている人が近づいてきたとき、逃げ切れるぎりぎりのところまで様子を見ている。それは本能ではなく、判断。飼いうさぎが穴を掘る仕草をするのは、本能」

東十条さんが手に持った指し棒で私を差す。

「焦りを感じるのは結構。だが本能だけで考え、話すようなことはしてはいけない。あくまでそこに判断を入れなければならない。そこのところを踏まえて、さぁどうぞ、素晴らしいアイデアを披露願います！」

不必要にハードルを上げてくる東十条さん。嫌いだ。

圧縮カバー。

Πの字の形をしていて、πの形に変形可能なクッション素材を使用する。それでうさぎを挟みこみ、狭い空間を任意に作り出し、安らぎを与えることが目的。これは足のくるぶしでうさぎを挟みこむのをイメージしてもらえばわかりやすいだろうか。自身の足で挟むと、視線をうさぎに合わして写真を撮ることが出来ない。その他にも動きが制限されていることで出来ないことは多い。そんなときにこれを使えばそれらを自由にすることが出来る。

「悪くないわね。ただ、うさぎのグッズにおいてクッション系のものは競争率が高いのよね。いかに普及させていくかを考えるのも課題になるわね」

増田さんがそう言うと、愛撫クイーンが答える。

「あくまで今回はアイデアを競う場なのですから、そこまで意識する必要はないのでは？」

その愛撫クイーンの言葉に、東十条さんは珍しく責めるような口調で話す。

「俺たちは社会人であることを忘れるな。商品化出来ない商品のアイデアはアイデアではない。愛撫クイーン、甘いものを食べ過ぎて考え方まで甘くなってしまっては困るぞ」

東十条さんの少し厳し目の言葉に愛撫クイーンはただ謝った。そんな様子を見て、考えの足りない自分にまた焦る。

アイデア自体は悪くないということで、とりあえずこのアイデアも次点ということになった。

足拭き専用ウェットティシュ。

うさぎが前足を叩く動作や、耳を洗う通称ティモテ動作。これらは老年期になるとやりづらくなっているのを昔飼っていたうさぎで見ていました。それならば飼い主がこのウェットティシュで世話をしてあげればいい。コミュニケーションにもなる。

「うん、わかった。それウェットティシュだよ」

そういえばそうだ。ウェットティシュそのものだった。そんな私に愛撫クイーンは付け加える。

「動物の商品は、人間が使用するものとほぼ同じでパッケージだけを代えてそれぞれの動物専用とするものもある。そういう意味からすると、このアイデアは完全に否定されるわけじゃないけれど、野うさぎ君はどう思う？　そういう商品」

「ずるい気がします」

「だよね。私たちには、うさぎ課としての誇りがある。プライドは安売りしないよね」

厳密に言えばまだ私はうさぎ課の一員ではないのだが、その言葉は嬉しかった。

生え変わりで抜けた毛で作るうさぎストラップ。

「本当に欲しいかもう一度考え直してくるといい」

一蹴だった。

「うさぎ好きや思い出のうさぎを形に残すなら、それは日々持ち歩きたい。そういう意味でストラップというアイデアは悪くはない。でも、毛だけじゃそのうさぎの姿が記憶から少しずつ失われていくのを防げない」

東十条さんがそう言うと、愛撫クイーンは私に絵本を手渡す。

「毛で作るだけじゃなくて、イラストも追加してみてはどうかな。うさぎの写真を元にイラストに書き起こして、それと毛を組み合わせたストラップを作ればいいんじゃないかな」

うんうんと東十条さんは頷く。でも、私は気づいてしまった。あっ！という愛撫クイーンの表情。彼女も気がついたのだろう。もちろん東十条さんも気がついている。

「だな。これはアドバイスではなく、答えだ。なのでこのアイデアは勝負に使用することは出来ない」

愛撫クイーンはごめんね、その絵本あげるからと言ってきた。

絵本げっとだぜ！

　☆

東十条さんは次のアイデアを要求する。しかし私が今日考えてきたアイデアは今ので最後だった。それが東十条さんには驚きだったようだ。

「ちょっと焦って自分を見失っている感があるな」

否定は出来ない。そしてそんな自分に落ち込んでいる私に、東十条さんは提案する。

「どうだろう、今からみんなでラヴィアンローズにいかないか。そこで夕食でもとりながら、作戦会議するというのはどうかな」

東十条さんの嬉しい提案。久しぶりにラヴィアンローズにも行ってみたいと思っていたし。

「あ、行きたいけど今日は夜間待機の日なんだよ」

そう言ったのは増田さん。

「私もちょっと今日は仕事がまだ残っているから遠慮するわ」

そう言ったのは愛撫クイーン。

「なんだなんだ、みんな付き合い悪いな」

東十条さんはそう言いながら会議室を我先に出ようとして、入口付近で背中越しに、

「二十時丁度に正門前集合な」

と言った。

　☆

時間通りに二十時に正門に集合した私と東十条さん。動物駅から電車に乗り、ラヴィアンローズへと移動する。

久しぶりに来たラヴィアンローズの雰囲気は昔と変わっていなかった。

「あら、お二人ともお久しぶりね」

そう言っていつもの店員さんが迎えてくれる。しかしこの店員さんは、ラヴィアンローズ以外の場所でも会っているような気がするが、思い出せない。だからキノセイだろう。
「久しぶり。うさださん、元気そうだね」

「東十条さん、その呼び方は止めてください。私はラヴィアンローズです」

東十条さんはここでも呼び名で問題を起こしているのか。うさださんの眼が今まで見たことがないような怖いものになっている。

「ラヴィアンローズです」

何故か私も睨まれた。ココロは読まないでいただきたい。

そんなやり取りを後にして、私たちは席につく。そして、軽い食事を取りながら、食事をしているうさぎ達をお互いにぼんやりと眺めている。会話は特に必要なかった。ここには作戦会議という名目で誘われてはいるが、アイデアのアドバイスではないことは理解していたから。

しばらくして食事が終わり、私はオレンジジュースを、東十条さんはラビットティを飲む。半分ぐらい飲んだところで、東十条さんは口を開いた。

「野うさぎ君は、どうしてうさぎ商品考案大会で勝ちたいのかな」

「それがアニマルカンパニーへ入社する条件なのです」

お互い視線はうさぎ達に向いたままで、合わすことはない。

「前の会社を辞めた理由をロップじいから聞いているけど、仕事より飼っていたうさぎを優先させることを認めてもらえなかったからだよな」

「ええ、そうですね」

「アニマルカンパニーでも、仕事を優先しろと言われると思うぞ」

「東十条さんも、もちろんそう言いますよね」

「ああ、その通りだ」

私は飲み終えたオレンジジュースをテーブルに置く。そしてうさださんを呼び、ラビットティを注文する。東十条さんも一緒におかわりを頼んだ。夕飯を食べ終えたであろううさぎ達は、小屋の中で静かに座っている。今ぐらいの時間は眠いからまどろんでいるのだろう。時々ピクっと動いたりするのが可笑しくて可愛い。

「はい、ラビットティ」

私が前にこの店に来たときにはまだ試作品だったが、今はもうすっかり大人気となったラビットティ。私は甘い香りを味わいながら、これを初めて飲んだあの頃の自分の気持ちを思い出す。

「あの頃は、飼っていたうさぎが全てというより、仕事から逃げていたのだと思います。でも、今は違う。アニマルカンパニーで、うさぎ課で働いていく中で、私は変わったのだと思います」

「どんな感じにかな」

「今はまだ見習いではありますが、仕事に対して愛情を持ち始めているんです。こんなことは今までにありませんでした。でもこの愛情は仕事に対してではなく、あくまでうさぎに対してのものだと思っていました。ですが、それだけじゃないと最近気がついたんです」

東十条さんは静かにラビットティを飲んでいる。

「ロップじいが休むときは、皆は必ずその代わりをする。実際のところ、普段はロップじいが一人で作業しているわけだから全員出てくる必要はない。でも、全員出てくる。それはロップじいが普段から仕事を真剣に取り組んでいることを私たちが知っているから」

私はラビットティを机に置く。

「私があの頃もっと仕事に対して真剣に考えて、出来る限りの付き合いもしていれば会社の皆に認められて、うさぎについても色々考慮してもらえたと思うのです」

ウーサを苦しめたのは、私自身だったのだろう。

「だからアニマルカンパニーでは、うさぎ課では、精一杯仕事していきたいと思っています」

「それでも皆が仕事を優先しろと言ったらどうする？」

私は笑いながら答える。

「うさぎ課に飼っているうさぎを連れていきますよ。それで無料で治療してもらいます」

仕事と飼っているうさぎの世話の両立。それをきちんとすることがうさぎのためになるのだから、多少の職権乱用は許してもらおう。　

そんな私の答えが予想外だったのか、東十条さんは驚きの表情を見せる。そして、そんな私の一連の言葉を聞いた東十条さんは、さっきまで見せていた少し暗めの雰囲気ではなく、明るくなったように見える。

「よし！　まだまだ青臭いけど、野うさぎ君の想いは理解した」

東十条さんはそう言いながら軽く手を合わせる。そして、私に視線を向ける。

「もうアイデアを考える時間は明日しかない。本来ならきちんとしたアイデアを野うさぎ君が確立してから言うべきだと思うが、時間がもうないので伝える」

「何をですか？」

「ロップじいのアイデアだ」

　☆

木曜日。

ロップじいとの対決前夜。つまりこうしてアイデアを練る作業は今日までということだ。今日まで色々なアイデアを考えてきた。だがそれはあくまでアイデアを考えるということのためだった気がする。昨日聞いたロップじいのアイデア。そしてそのアイデアが目指す方向性。私はそれを聞いた上であらためて考えた。うさぎ商品考案大会。この大会の意味を。

「以上が、私のアイデアです」

今日のアイデアは、この一つだけ。

「おっけ。俺たちからなんかコメントいるかな」

私は静かに首を振る。東十条さんは、なんとか間に合ったなと胸を撫で下ろしている。

増田さんは立ち上がる。

「野うさぎちゃん、がんばってね。明日は思いっきり応援するからね」

そう言うと、会議室から出て行った。

続いて愛撫クイーンも立ち上がり、

「明日はがんばってね。今後も一緒に働けるといいね」

そう言った後、愛撫クイーンはその視線を東十条さんに向ける。東十条さんはそれを受けて静かに頷く。それを見て、出て行った。

会議室に残る、私と東十条さん。

「どうだろう、このあと一緒に食事にいかないか」

「えっ？！」

二日連続となる東十条さんからの誘い。しかし今日は昨日とは意味合いが違う。

「行くのか、行かないのか」

「行きますよ。あ、でも明日の大会のための下準備をしないと」

「おっけ。じゃあ少し時間をあけて、二十一時に正門前に集合な」

「わかりました」

　☆

時計を見ると、二十一時十五分。約束の時間を過ぎてしまっている。明日の準備に予想以上に手間取ってしまった。急ぎ足で向かう目的地、怒られるだろうなぁと思いつつ着いた正門前。

そこにいたのは、赤いパーティドレスを身にまとう女性だった。

第七羽　うさぎ飼いの夜
動物駅から快速電車に揺られること十分。繁華街の最寄り駅である向日駅で各駅停車に乗り換えて五分。そんな場所にある南向日駅。私たちはそこまで事前に呼んでおいたタクシーで移動する。この駅周辺は土地的に高台になっており、駅の傍にある公園から見える景色は素晴らしいものだ。アニマルカンパニー社もその姿を遠くに見ることが出来る。

私たちの目当ては公園ではなく、その近くにあるグランドホテル。さらにその最上階にある夜景の綺麗なレストラン。

私と東十条さんは、窓際のテーブルに座り、夜の光に包まれた夜景を見ながら、コース料理を食べている。

うさぎ飼いの夜。

二人用の大きさのテーブルに向かい合う私と東十条さん。店内に明かりは殆ど無く、テーブルの上に蝋燭が置かれており、それが幻想的な雰囲気を作り出しながら限られた世界だけを照らしている。これは夜景をより綺麗に見せるための演出でもあるようだ。

「景色綺麗ですね。私、こんなドラマのワンシーンでしか見られないようなレストラン、初めてきましたよ」

今日は先輩に任せなさいと言って、店選び、コース料理、ワイン選び。その全てを東十条さんはしてくれた。仕事だけでなく私生活も充実している感じで、本当に尊敬出来る存在だ。そんなことを思っている私に、東十条さんは疑っていない表情で話しかけてくる。

「またまた、彼女とよく行ってるんじゃないの」

「彼女は私の部屋から出ようとしないですからね」

「ふふ、妬けるわね」

ペットのうさぎに妬かれても困る。

私たちの皿が空になったときに、タイミングよく次の料理が運ばれてくる。例え気を許しあっている同士でも料理の待ち時間というのは長く感じるもので。だからこの気配りは嬉しい。ウェイターが運んできたのは、メインディッシュであろうステーキ。少し小さい気もするが、コース料理として出てくるものはこんなものなのだろう。そしてステーキの横には、にんにくの欠片が置かれていた。

「そういえば、どうして増田さんと別れたのですか」

東十条さんと増田さんは、今でもまだ付き合っているのではないかと思えるぐらい、社内で仲が良いのだ。そういう雰囲気をしている二人を見て、ずっと気になっていた。

「こんなときに他の女性の話をするなんて、罪な男だな」

東十条さんはそう言って、やれやれと手を上げる仕草をする。

「増田さんは男性ですよね」

オカマさんなので普段は女装をしているが。そしてここにいる女性は、普段は男性の格好をしている。なんともややこしい話だ。

「そんなややこしい話じゃないわよ。うさぎに対する考え方の方向性。それがお互い変わっていったということ」

そう言うと、東十条さんは視線を夜景へと移す。

「前にも言ったと思うけど、私と京子は同期なのね。そして、うさぎ課の一期生でもある。うさぎ課自体は実は歴史が浅かったりするのよ。でもまぁ働いているのは他の課から移ってきた人なので、素人ではないけどね。ちょっと話がそれちゃったから戻すけど、その当時は私たち二人とも社長兼うさぎ課長のロップじいの下で働き、ロップじいの考えるうさぎ論に賛同していた。でも、しばらくして京子はうさぎ課を出て猛獣課に異動した」

「どうしてですか？」

「それは、うさぎを捕食する側を理解するため」

東十条さんは少し思い返した後、そのときに増田さんが言った言葉を教えてくれた。

うさぎを捕食する側を学ぶことで、うさぎが危機を感じる状況をより深く知りたかった。頭上から触れられるのを怖がるのは、鷹のような空からの捕食動物に本能的に怯えているから。それなら同じ視線の高さから触れられるのはどうか。同じ視線を持つ捕食動物には、イタチがいる。だからもしかしたら実は同じ高さの視線から触られるのも少しは怯えを感じているのかも知れない。そういった理由から、捕食する側の動きを理解することで、うさぎが本当の意味で安心出来るスキンシップ。それを探すのが私のうさぎに対する方向性よ。

「だ、そうだ」

東十条さんは切り分けたステーキをにんにくと一緒に口にする。

「人間だってうさぎを捕食する側だ。だから愛情を注いで飼っているとは言っても、くつろぎの姿を見せてくれているとしても、少なからず怯えは持っているのかも知れない。こればかりは聞いても答えてくれないしな」

確かにラビーも足を伸ばしてくつろいでいる姿を見せるが、そこで少しでも近づくと反応してその体勢を元の移動出来る状態に戻している。でも、ウーサはそうでもなかった気がする。

「あくまで俺たちうさぎ課は、うさぎのために生きるもの。いくらうさぎのことを考えるためとは言え、捕食する側の世話をするのは筋違い。俺はそう思った。だから、京子とは別れた」

そこまで言うと、東十条さんはこっちを見て、申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんね、つまらない話をして。ささ、食べましょう」

東十条さんはそう言って、食べる。ステーキではなく、少し大きめなにんにくの欠片を。

それはにんにく好きな増田さんに敬意を払っているように見えた。

ウェイターが近づいてくる。

「お客様、お飲み物のおかわりはいかがでしょうか」

グラスが空になったのと同時に、私たちに声がかかる。

「私はオレンジジュース。東十条さんは？」

「俺もオレンジジュース」

ドレスを着てどこから見ても女性な姿をしているのに俺という言葉遣いをする東十条さん。だがウェイターはそんなことを気にする様子もなく、カウンターへと向かっていく。これがプロか。

「野うさぎ君は、お酒飲まないんだ。飲めないの？」

「いいえ、飲めますよ。飲まないだけです」

私の答えに、東十条さんは感心したようだ。

「その理由は、俺と同じということね」

私は頷いた。私たちだけが納得していてもあれなので、その理由を説明しておく。うさぎにはアルコールはよくないからである。直接飲ませるのはご法度として、アルコールを含んだ息をうさぎの近くでするのも出来る限り避ける。それが習慣になっているから、基本的には飲まないようにしているのだ。
うさぎにとってよくないもの、食べてはいけないものと言えば、アルコールの他にも、ネギ、にんにく、人間用のチョコレートや甘いお菓子もそうだ。何故食べてはいけないのかというと、中毒症状を起こす原因になるのと、うさぎには高カロリー過ぎるからだ。

だが私は何か引っかかる。本当にそれだけの理由なのだろうか。そんなことを考えていると、

「せっかく感じのいいレストランで食事しているのだから、今日ぐらいはうさぎに遠慮せずに美味しいものを食べましょうよ」

東十条さんはそう言って、ステーキの皿に乗っているネギを食べている。

「東十条さんはネギが大好きですよね」

東十条さんは、そうなのよ！、と言いながら私の皿にあるネギまで食べてくる。どうやら本当にネギが好きなようだ。

　☆
ごきそうさま。

食事も一段落し、私たちは一息つくことにした。東十条さんは化粧直しに行き、私はその間、少し前に運ばれてきたコーヒーを味わいながら、静かに夜景を眺めていた。そして、思いに耽る。

明日は、私がアニマルカンパニーに残ることが出来るかが決まる日。私の今後の人生が変わる日になるのだろうか。就職活動をしていた頃もこんな気持ちになっていたのだろうか。全然思い出せないが。

ぶるるっ。武者震い。そして、高鳴る鼓動。

「ただいま」

この鼓動は、明日を思ってのことなのか、それとも目の前にいる女性を想ってのことなのか。

「おかえり」

今の私には、その答えはわからなかった。

　☆

東十条さんは相変わらず話題が豊富で。普段うさぎ課であれだけ話をしてくれているのにも関わらずよくそれだけレパートリーがあるものだと関心する。だから時間はあっという間に過ぎていき、気がつくと、二十三時を過ぎていた。食後のコーヒーも飲み飽きて、そろそろレストランを出ないといけないかなと思っていたそのとき、ウェイターがやってくる。

「よかったら、これをどうぞ」

私たちの元にワイングラスが置かれる。そして、その中に注がれるのは、

「これはお酒ではなく、純水の炭酸水です」

このワイングラスに入れられた炭酸水の意味は何か。私がわからないでいると、東十条さんはそのグラスを手に取り、優しく微笑む。

「さっき化粧直しするときに頼んでおいたの。せっかくだから、最後に乾杯しましょ」

私たちはオレンジジュースを頼んでいたから、そういえば乾杯をしていなかった。私もグラスを手に取り、そして東十条さんを見つめる。東十条さんは優しく微笑んでいる。

「「乾杯」」

カキンと響くグラスの重なる音が、とても心地よかった。

　☆

炭酸水で口を濡らした後、東十条さんはテーブルの上にカードキーを置いた。そしてその濡れた唇を開く。

「ねぇ、今夜は泊まっていけるよね」

食事に誘われたときから期待と覚悟をしていた。私は高鳴る鼓動を隠すように、

「もし私が断ったら一人で泊まる気だったのですか」

と変なことを聞いてみる。そんな私の心境を見透かしているのだろう。東十条さんはニタっと笑いながら答える。

「もちろんよ。ホテル代が勿体ないでしょう」

そして、テーブルの上から身体を迫り出し、私にさらに問いかける。泊まるのか、泊まらないのか、と。そんなに身体を前に出すとドレスの谷間から見えるものがががが。

私は躊躇いなくカードキーを手に取ったとさ。

「ふふ、じゃあこっちは私が取るわね」

そう言って東十条さんはウェイターを呼びつけ、支払いとしてカードを手渡した。いちいち行動が私よりも男っぽい。だから東十条さんは嫌いだ。

　☆

ホテルの一室。そのベッドの中。時計が何時を指し示しているかはお伝えできない。

「私たちは、これで恋人になったのですか」

「ふふ、野うさぎ君は色々甘いわね。本当の大人というのはね、もっとドライ、そう辛いものなのよ」

「それじゃあ明日私がロップじいに勝って正式にアニマルカンパニーの社員になれたらどうですか」

「だから甘いって言っているのよ」

東十条さんはそう言うとベッドから出て、一糸纏わぬ姿のままシャワールームへと向かう。そんな姿が、何故か悲しみを帯びているように感じた。

わからないから、このまま寝てしまう？　まさか。

私もベッドをカカッと抜け出し、東十条さんを後ろから抱きしめる。東十条さんは一瞬ビクッとするも、すぐにその体重をこちらに預けてくる。そして、顔だけをこちらに向けてくる。それに合わせて口付けをする。

「よかったら、うさぎについてお互い語りませんか。朝まで」

そんな私の提案に、東十条さんは、もーー、と拗ねたように笑う。

「何よそれ。昔の俺に対するあてつけかしら」

「単純に、色々話をしたいだけですよ」

私がそう言うと、東十条さんは恥ずかしそうに小さい声で言った。

「おかわり、のあとでね」

私たちはうさぎ課。その欲望もうさぎ並。いや、なんでもない。

もちろん、もう一度のあとはお互いに疲れてしまい、そのまま眠りに落ちてしまって話は出来なかったとさ。

いやらしい場面を終え、舞台は、決戦の金曜日へと続く。

　

　☆

時間は二人がいちゃいちゃし始めた頃に戻る。場所は、野花家。

ラビーは、飼い主が帰らないので小屋の中でふて腐れている。今日は食事をもらえないのかと憤っている。が、日付が変わった瞬間。

ガチャガチャ。

小屋の隅で音がする。その音をした方をラビーは見る。するとそこには食事が置かれていた。一目散に餌箱に飛びつき、がつがつがつがつ。

仕事をする以上、何かしらの事情があって家に帰れないこともある。そのことを考え、二十四時に自動的に餌が支給されるようにセットしてあるのだ。突然の外泊になっても慌てない。それが大人のうさぎ飼い。

うさぎは寂しいと死んでしまう。それは迷信。なぜなら今ここに一羽留守番するラビーは、

ゴロン。

盛大に寝転がり、くつろぎ、一人の静かな夜を満喫しているのだから。

第八羽　最終戦
十月三十一日。冬が近づいてきていることもあり、肌寒い朝だ。布団から出るのはもう少し後にしよう。

「あいたた」

髪が引っ張られるような痛み。私はまどろみの中、手を頭の先に伸ばしそこにいるラビーを捕まえる。ラビーは私が寝ているときにご飯を催促する際には、髪を噛んでくるのだ。うさぎは、私たち人間以上に食事の時間をきちんと守りたいと思うものである。だが、休日ならまだしも普段の平日にこういった形で催促されることはない。それはつまり、

「やばい、寝過ごした！」

私は急いでラビーに食事をあげ、水が充分にあることを確認し、ペレットをバリボリしているラビーを横目に、颯爽と家を出た。口には食パンをくわえている。

なんとも慌しい朝。そんな今日は、私のアニマルカンパニー社での仮入社生活最終日。昨日まで感じていた不安や緊張は、何故か今はない。おそらくラビーが私の髪と共に食べてくれたのだろう。

「おはようございます！」

私は出社時間ぎりぎりにうさぎ課に到着した。動物駅から走ってきたから息が切れる。そんな姿を見て笑っている東十条さんと愛撫クイーンと増田さん。

この日常を明日以降も続けたい。

「そう思うなら、今日勝たないといけないな」

席についたところで東十条さんが声をかけてくれる。

「東十条さん、首尾はどうでしょうか」

私がそう言うと、東十条さんはにっこり笑いながら頷く。

「あとは、どうまとめて発表するかだね。野うさぎさんは今日は通常業務しなくていいわよ。そのために増田さんにもヘルプに来てもらっているし」

愛撫クイーンがそう言うと、奥の席に座っている増田さんがヤッホーと言いながら手を振ってくる。

皆が私のために手助けしようとしてくれる。それはとても嬉しいこと。だけど、

「すいません、そう言っていただけるのはとても嬉しいです。でも、今日も普段通りうさぎ達の世話をさせてください。今日の結果がどうあれ後悔したくないので」

というのが私の本音だ。

「俺は、実際のところ仕事をさぼってネギ焼きを食べながら漫画を読みたいのが、本音だ」

「私は、実際のところなでしこでチョコパフェを食べながら絵本を読みたい、それが本音です」

「私は、実際のところ猛獣課に戻ってにんにく食べながらムチを振るいたい」

「「「というわけで！」」」

「今日は、」

「うさぎ達の世話、」

「一人で全部よろしく！」

皆はそう言ってうさぎ課から出て行った。一人残される私。

「みんな鬼か！」

私はそう叫びながらも、今日までに覚えた仕事を順番にこなしていく。

もしかしてこれは不安に押しつぶされて余計なことを考えないようにする配慮なのだろうか。いや、考えすぎか。

「なあ、ホトちゃんはどう思う？」

最後になるかも知れないので、私はうさぎ達一匹ずつにこっそりオヤツをあげながら、声をかけていった。

　☆

そんなこんなで時間は過ぎ、気が付けばもううさぎ商品考案大会まであと三十分。帰ってくる東十条さん、愛撫クイーン、増田さん。

「野うさぎ君、準備はいいかな」

東十条さんの問いかけに、私は力強く頷く。

「じゃあ行こうか、決戦の舞台へ」

長い前置きを終え、舞台は最終戦へ。

　☆

うさぎ商品考案大会、予選最終回。私、野花真の四回目の挑戦であり、最後の挑戦となる。対戦相手は、ロップじい。今日見る彼は、普段の大人しい老人ではなく、その怖いぐらいの眼は年齢すら若く見せるほど。私自身の身体が震えている。これは怯えか。否。武者震いだ。

私はロップじいに軽く会釈する。ロップじいはそんな私に、まぁがんばりなさいとだけ言って、審査員と何やら話をしている。私は辺りを見渡す。今回はギャラリーとしてうさぎ課に所属する人の殆どが見に来ている。そしてその関係で会場も大会議室となっているから広い。

「野うさぎ君、そろそろ始めようか」

審査員との話が終わったのか、ロップじいから声がかかる。
ＶＳロップじい。

先行は、今回も私、野花真から。と、スクリーン横の端末へ移動しようとした時、それをロップじいに制される。

「私の話すことは、もう既に東十条さんから聞いているはずだ。だから私が最初にそれを改めて言おうではないか」

東十条さんはロップじいに事前にアイデアを私に伝えるように言われていた。だから確かに私は既に聞いている。

「だから野うさぎ君が今この場所にいるということは、少なくとも私のアイデアを超えるものを持ってきているということだろう。それなら私が後攻になる意味はない」

確かにそうだ。

私に代わり、ロップじいがスクリーンの前へ。そして話し始める。

「私、烏丸は、うさぎのために働く人間を育成する場として、うさぎ課を提案する」

私たちはペットとしてうさぎを飼っているのではなく、例えるならうさぎの執事のような存在である。主人のために働くべきものなのだ。そして、執事としての能力を高めるため、私たちは自ら競い合う。それが考案大会の始まり。私たちはただうさぎの世話をするだけではダメなのだ。それであればどんな人間でも出来る。自身の能力を高めたり様々なアイデアを考え出すことがなければ、うさぎ側からその存在を切られてしまう。甘えは捨てよ。主人のために最良の食事を時間がずれることなく提供する。これは当たり前のことだ。そしてそれは誰もが主人に提供出来るわけではない。最も信頼のある執事長がその役を担う。だから私が毎日朝にうさぎの世話をしているのだ。とは言っても、一人では限界がある。だから私がいないときは、皆が世話をしてアピールすることを許している。アピールする方法は他にも色々あるだろう。例えば、ペレットの味を自身が吟味して美味しいことや毒性がないかを確認する。その上でうさぎ達に出せば、それは信頼してもらえるだろう。例えば、うさぎの身体を癒すマッサージをすることが出来れば、安らぎの時間を共に出来ることだろう。それは信頼されている証だ。そして、さらには本当に安心出来る環境や接し方をしてもらえば、一緒にいても負担にならない存在として認識してもらうことが出来るだろう。そのためにあえて嫌われ者である茨の道へ行くのも信頼されるだろう。

これらを出来る人間、うさぎのために生きる人間を育てる場として、私はうさぎ課を提案する。そして、そのうさぎ課が役目を終えるまで私は見守ることを約束する。

「以上だ」

うさぎ課が在る理由、様々な大会が行われている理由。全てはうさぎのために。そんなロップじいの想いを述べた、プレゼンテーションだった。事前に聞かされていたとは言え、今の私にはここまでの覚悟を持って働くということがどういうことなのかまで想像することは出来ない。

ちなみにこれ、明らかに既にうさぎ課は出来ているわけだし、既存アイデアの使用ということでこっちの不戦勝にはならないのだろうか。

「なるかボケ」

東十条さんがそう一蹴しそうだが。

ロップじいがこちらに向かって歩いてくる。そして、

「次は野うさぎ君、貴方の番です。聞かせてもらいますよ」

そう言って、最前席に座る。

野花真よ。私よ。まずは深呼吸しようか。スーハースーハー。そして、思い出そう。短い間だったとは言え、ここうさぎ課で過ごした日々を。

私は舞台に立つ。そして、自信を持って言えるアイデアのプレゼンテーション。始める。

「私、野花真が提案するのは、うさぎの映像です」

うさぎをずっと映していくだけの映像。それは何も珍しいものではありません。うさぎが食事しているシーンを集めたものや、ゴロンやティモテをしている瞬間を集めた動画もあります。ですが、そういったものは殆ど商品化はされていません。北極やサバンナに住む動物の動画がＤＶＤや映画になっているのに比べると非常に少ないのです。私たちは、日々の生活の中でちょっとした気分転換や安らぎを求めて、音楽を聞いたり映画を見たりします。そういった時間に、今以上にうさぎの動画が入り込んでいくことが出来れば、より一層うさぎに対して愛情を持つことが出来ると思います。そのためにも、うさぎ課独自のうさぎ映像集を販売すべきと提案します。

と、ここまでが私が最初に考えたことです。このアイデアに対して私自身で改めて考えたとき、北極やサバンナに住む動物とうさぎの違いは何かが引っかかりました。そして出した答えは、実際に飼えるかどうかということです。正直うさぎであれば、実際に自分自身で飼っているうさぎを見るほうが何倍も癒されるのです。だから、このアイデアでは不完全。お蔵入りとしました。ですがそのあと、ロップじいが今日何を話すか聞きました。それを聞いて、私はこのアイデアの方向性が間違っていないことに気がつきました。ただ、足りないものがあったのです。それは、うさぎの傍にいる人間の存在です。まずは、これを見てください。

私はそう言うと、正面のスクリーンに映像を流し始める。そこには、多くのうさぎと、それを世話する人物の姿が映されている。場所は、うさぎ課で飼っているうさぎがいる部屋。

「これは、まさか私かね」

ロップじいのその言葉に、私は頷く。

「その通りです。今朝の映像です」

スクリーン上には、うさぎたちの世話をするロップじいの姿が映されていた。特に編集も何もしていない、ただそのままの映像。三分ほど流したところで、私は再びプレゼンテーションに戻る。

これは昨日の夜のうちに部屋にカメラをこっそり設置し、今朝の映像を隠し撮りしたものです。その犯罪性はさておき、この動画を見てどう思いますでしょうか。ここに映されているのは確かなうさぎへの愛情。という大げさなことだけではなく、うさぎの敷物を取り替えようとしたときにうさぎが脱走してしまっている様子や、水を換えてあげたあとにゲージに設置する前に直接うさぎに飲むかどうか聞いてみている様子、掃除した瞬間トイレにうさぎが駆け込みさっそく汚してしまいモー！と独り言を言ってしまっている様子。一生懸命掃除している横で、寝そべっているうさぎ。そしてそれを見て怒るのではなく何故か笑ってしまう姿。それらが映っています。

この映像と、いわゆるうさぎだけが映っている映像。どちらが見たいと思いますか。面白いと思いますか。私なら、この世話をしている人も映っている方が好きです。楽しいと思います。そしてうさぎへの確かな愛情を感じ取れる。

確かに私たちは主人をうさぎとする執事かも知れません。ですがそこには主従関係だけではなく、確かな愛情がある。それは忘れてはいけないことだと考えます。

総じて私は、提案します。

うさぎ課でうさぎを世話している映像集の販売を！

「以上です」

少しの間。

そしてその後にロップじいの拍手。それを皮切りに皆の拍手が大会議室に響き渡った。

私は深々と礼をした。

　☆

舞台にいる私の元に、ロップじいがやってくる。

「野うさぎ君のうさぎに対する愛情が感じられたよ。いや、うさぎを世話するということに対する愛情かな。どちらにせよ、君になら任せられる気がするよ」

ロップじいはそう言うと、審査員の方を見る。頷く審査員。それを確認したのち、今度はうさぎ課の皆の方へ向く。

「今日の判定は、うさぎ課の皆さんにしていただく」

いきなりのロップじいの発言に驚いた。それは私だけでなく、東十条さんや愛撫クイーンや増田さん、その他のうさぎ課の人々。それら全員が全く想定していなかったことで、驚きのざわめきが出来る。審査員はそのざわめきを制しながら言う。

「それでは、野うさぎ氏が勝利であると思う人は、着席したままでいてください。ロップじい氏が勝利であると思う人は、ご起立願います」

ついにこの時が来た。

私がアニマルカンパニーうさぎ課に来て、約一ヶ月。その間に色々な出会い、色々な出来事があった。この短期間でも私は色々成長出来たと思う。だから今後もここで働き続けたい。皆と共に。

ガタッ。誰かが立つ音がする。その音がした方を見る。それは、東十条さんだった。ガタッ。東十条さんに続くように、愛撫クイーンと増田さんも立ち上がる。その三人が起立したのを引き金に、うさぎ課の皆は全員立ち上がった。それはつまり、私の敗北を意味していた。

「起立多数により、ロップじいの勝利とする！」

審査員の結果だけを無情に伝える言葉に、私はこの現実をしばらく受け入れることが出来なかった。

どうして、あれだけ協力してくれた東十条さん、愛撫クイーン、増田さんがロップじい側についたのか。昨日までの日々は嘘だったのか。

そうココロで言いながらも、私は気づいている。そうじゃない、ただ単に私の力が不足していただけということに。皆はあくまで公正に判断したのだ。でも、そうわかっていても、例えここが皆が見ている舞台の上であったとしても、涙は止まらない。

「待て、この結果に異議を申し立てる！」

ロップじいの突然の言葉。何故勝利した側のロップじいが？

私は涙をハンカチで拭き取る。驚きを隠せないでいるロップじいは、何故かうさぎ課の皆を問い詰めている。

「君たちが勝利するチャンスではないか！　今日の結果の意味はわかっているだろう？！　なぜなんだ！　開放されたくはないのか、この呪縛から！」

珍しく声を荒立てているロップじい。そして、今日の結果の意味という言葉。私のアニマルカンパニーへの入社以外に、何か意味があったのだろうか。少なくともそういう話を私は聞いていない。

最前列に立っている東十条さんは、後ろを向いて皆に座るように言う。そして、私にも座るように言ってくる。立っているのは、ロップじいと東十条さんだけ。二人は見つめあう。そして東十条さんはゆっくりと話し始める。

「ロップじい、野うさぎ君がいるけど、気にせず話すぞ」

ロップじいはいったん私の方を見てから東十条さんに向き直り、頷く。

「いいだろう。どちらにせよ彼は知るはずだったことだ」

二人は一体何を話そうとしているのか。

「野うさぎ君、今から話すことは、覚えていないであろう君には意味がわからないと思う。でも黙って聞いていて欲しい」

東十条さんのその言葉の意味はわからないが、真剣であることはわかるので、私は静かに頷いた。それを見て、東十条さんは話を続ける。

「俺たちは、うさぎの身でありながら、禁断の食物を食べてしまい、呪いを受けている。そう、人間の姿となり、数多のうさぎを世話しなければならないという呪いを」

「そうだ。君たちは罰を受ける必要があった。正直に言えばここまで厳しい判決でなくてもよかったが、あの当時の時勢から仕方なかったのだ」

「ええ、もちろんわかっております。ロップじいは正しい判決を下した。それには俺を含めて皆異論はありません」

「だが、実際は私は悔いていた。皆をこうして働かせることに。だから私自身で積極的に私たちのことを真剣に考え、面倒を見てくれる人間を探していたのだ。だが、それは容易ではなかった」

「そうですね。人間というのはどうしても自身の存在が一番だ。うさぎを可愛いと思ってくれることはあっても、本当の意味で大切にしてくれるわけではない」

「だが、それは単に巡り合わせがよくないだけだと思って、私は諦めなかった。そして、あの店を作り出し、それを見つけることが出来る人間を探した。そこに現われたのが彼だ」

「そうですね、野うさぎ君は最初は仕事から逃げ出す口実としてうさぎを飼っているだけの人間だと思っていましたが、実際はそうじゃなかった」

「君たちの報告を日々受けるたびに、彼が私たちの探している人間なのだと感じたよ。そしてそれは今日のプレゼンテーションを聞いて、確信に変わった」

「それは俺も同じです」

「だったら何故？！　何故、私を勝利させたのだ！」

東十条さんは、少し恥ずかしそうに笑う。

「長いこと人間として生活しているうちに、皆、人間としての生活も悪くないかなと思い始めているのです。最初は罪の意識からしていた皆に対する世話も、今となっては野うさぎ君の言うとおり、確かな愛情を持って行っているのです」

東十条さんは、こちらを見る。

「だから、悪いな。今日の勝負、おそらく皆は野うさぎ君の勝利だと思っている。でも、君を勝たせるわけには行かないのだよ。例えそれが今まで一緒にがんばってきた仲間であってもな」

ロップじいの言葉からさっきまでの迫力が消えている。

「君たちはそこまで考えていたのか。なら私は一つだけ宣言しなければならない」

ロップじいは、うさぎ課の皆を見渡す。

「君たちは確かに罪うさぎである。だが、それと同時に私の誇れる、アニマルカンパニーの社員であるということを」

ロップじいのその言葉に、うさぎ課の皆は、それぞれ、これからもよろしくな、一緒にがんばろう、などの言葉をロップじいに投げかけている。

あーあ、私は本当に空気が読めない存在だな。

「あのーちょっといいですか」

既に忘れられていそうな私の声を聞き、皆はこちらを見る。その視線を受け、私は立ち上がる。そして、話し始める。

本当に今考えていることを話していいのか？　自問自答する。私の心は私に答える。迷うことはない、と。

「うさぎのことを真剣に考えて、面倒を見るという人間。それなら確かにここにいます」

私の言葉に、東十条さんは驚く。

「何を言い出すんだ、その言葉の意味がわかっているのか？！」

私は力強く頷く。

「今になってようやく思い出しました。皆さん、あの日見た夢、いやあれは実際夢じゃなかったのかな。そのときのうさぎ裁判にいたうさぎ達なんですね」

「君、覚えていたのか」

ロップじいも驚いている。

「ロップじい、約束する。私が皆の分もうさぎの執事となり、うさぎのために生きる。だから、彼らの、彼女らの罪を許し、その呪いを解いてほしい」

その私の言葉に、東十条さんは舞台の上まで駆け上がり、私の襟元を掴む。

「いい加減にしろ！　そんなことをするともう会えなくなるんだぞ？！　俺たちは恋人になったのじゃないのか！」

私はその東十条さんの激しい言葉を受け、そのまま東十条さんを抱きしめる。そして、

「東十条さん、私も大人です。本当の大人というのはね、もっとドライなもの。ですよね」

私は東十条さんを強く抱きしめたままうさぎ課の皆を、愛撫クイーンを、増田さんを、そして最後にロップじいを見る。

「皆さん、色々お世話になりました。そして、さようなら、かな」

腕の中で暴れる東十条さん。

「ロップじい、待て！　まだダメだ！　まだ野うさぎ君では力不足だ！　あと一年、いや半年だけでも鍛える時間を、猶予を！　皆何しているんだ、早くロップじいを止めないと！」

東十条さんのその叫びに、愛撫クイーンは答える。

「東十条先輩、もういいじゃないですか。私たちの務めは終わったのですよ」

続いて、増田さんも口を開く。

「元のうさぎに戻って生きましょう。それが、うさぎとして生まれた私たちの本当にすべきことだよ」

うさぎ課の皆も。

「久しぶりにうさぎに戻りますか」

「もう少し人間でいたかったけど、うさぎとしての生活も恋しくなってきたしな」

彼ら、彼女らの言葉を聞いたロップじいは、手に持っている杖を頭上に掲げる。その杖から優しい光が放たれ、それが私たちを包み始める。

うさぎがうさぎの面倒を見る。そんな状況まで追い込んでしまったのは人間の責任。私はうさぎのことを考え、うさぎのために生きる。それはつまり、私の愛した東十条さんを、その兄弟姉妹や家族を愛していくということ。

「東十条さん、それでいいよね」

優しい光の中、そう思ったそのとき、私の意識は遠のいていった。

薄れいく意識の中、微かに東十条さんの言葉が聞こえた気がする。

「だからお前は嫌いなんだよ！」

という言葉を。

でも、私は好きでしたよ。

最終羽　あの日見た夢
私がアニマルカンパニー社のうさぎ課で過ごした日々。あのときから一年が過ぎた。

あの後、私が目覚めたのは自分の部屋だった。そして、それからアニマルカンパニー社へと向かうも、そこにうさぎ課は存在していなかった。もちろん、東十条さんも、愛撫クイーンも、増田さんも、そして、ロップじいもいなかった。私が働いていたあのうさぎ課は、アニマルカンパニーは幻だったのだろうか。

「いや、現実だったのだろう。彼らはうさぎに戻った。それだけだ」

私は一人そう呟きながら、小学校の門をくぐる。

「本当に助かります」

教員にそう言われながら、私は小学校の奥へと案内される。そこにあるのは、うさぎ小屋だ。

「それでは撮影していきますね。ええと、飼われているのは三羽ですね」

私はカバンからデジタルカメラを取り出し、うさぎをそれぞれ写真に収めていく。

あの日以降の私は、アニマルカンパニーへの入社も叶わず、アルバイトと貯金で生活をやりくりするフリーターとなっていた。正確には続けていた、かな。

うさぎ課での出来事は、夢か幻だったのかも知れない。でも、私は彼らに約束した。うさぎのために生きると。だから私は自分が今出来ることは何か考えた。それがこれだ。

うさぎライフネットワーク。事情があり飼えなくなってしまったうさぎの次の飼い主を探すサイトだ。私はこれを立ち上げた。主に全国の小学校で飼えなくなったうさぎを対象に活動している。私がいけるような範囲であれば、こうして自ら写真を撮影しに来ている。

「皆さんには確かに事情がある。それはわかりますが、うさぎも私たちと同じ命です。命の大切さを子供に教えるという意味でも、今後はこういったことの無いようお願いします」

このように直接会って伝えなければならないこともあるからだ。

「ねぇねぇ、最後のお別れにうさぎちゃんにチョコレートあげてもいい？」

様子を見に来ていた女子生徒がその手にチョコレートを持っている。それを聞いた教員は、いいわよ、と許可する。

「待ってください！　うさぎには人間が食べるチョコレートはよくありません。あげないで下さい！」

私はその許可を取り消した。私の少し強めの口調に怯えて泣き出してしまう女子生徒。そしてそれをなだめる教員。教員は私にもう少し優しくお願いしますね、と言ってくる。

これが現実だ。

　☆

その日の夜。私はラビーに食事をあげ、そして自身もコンビニ弁当を食べる。ノンアルコールビールを飲みながら、私はラビーに話しかける。

「なぁ、ラビー。やっぱり一人では出来ることに限度があるよな」

私はあの日以降、アニマルカンパニーを何度か訪れている。その目的は、うさぎ課の設立依頼だ。普通に考えれば、見ず知らずの男性がいきなり訪れて、

「うさぎ課を設立してください！　そして私をそこで働かせてください！」

なんて言っても門前払いにしかならないだろう。だから私はいきなりプレゼンテーション資料を持っていき、五分だけ時間を貰ってうさぎ課の設立目的、そしてその課が何をしていくのか、何をもって利益を成すのか。それらを説明したのだ。それはそれなりに好印象だったようで、そのあとも何度か役員の方と話すことが出来た。

「その若さでそこまで考えることが出来るなんて、凄いね」

役員の方がそう言ってくれるけれど、なんてことはない。あのときのうさぎ課で学んだことをまとめて話しているだけだ。

「だが、課を増やすとなると、それは大きなリスクにもなりかねない。だからもうしばらくの間、検討する時間を頂くよ」

「どれくらいでしょうか」

「ここのところ我が社も業績が悪くてね。来年か、再来年か。予算が取れたときにしか無理なんだ。良いアイデアを持ち込んできてくれているのはわかるのだが、本当にすまない」

私は無力である。そう実感した。

うさぎ課での日々は、皆が作り上げてくれていた土台があったからこそ出来たうさぎの世話というわけだ。私は本当に一人でその土台から作り上げることが出来るのだろうか。

ラビーは、美味しそうにペレットを食べている。最近ちょっと太ってきた気がするから明日から少し量を減らそうか。

ぴたっ。

私がそんなことを思うと、ラビーは動きを止めてこっちを見る。私はその視線に少し驚き、そして観念して、おやつとして乾燥にんじんを手渡す。

「明日からダイエットするから今日は少しぐらい食べすぎてもいいよ」

もちろん良いわけはない。

私は布団の中に潜り込み、思う。

「また夢の中で彼ら彼女らに会えないかな」

気が付くと私は深い眠りに落ちていて、気が付くとやはり朝が訪れていた。

　☆

ガチコーン。ガチコーン。食器が激しく動かされている音。
「はいはい、わかってますよ」

私は寝ぼけ眼で布団から這い出し、ラビーの食器にペレットを入れる。それと同時にがっつきだすラビー。時計を見ると、十一時を回っていた。フリーターになってからは朝起きるのがルーズになってしまった。

私は豆乳おからクッキーと少し高めのヨーグルトを食べながら、最近ゴールデンにあまり見なくなった芸能人が出ている昼前の番組をぼーっと見ている。

「見ている場合じゃない！　今日は小学校にうさぎの写真を撮りに行く日だった」

私は急いでラビーに食事をあげ、

「いいか、これは昼ごはんだからな。さっき朝ごはん食べたのだし、まだ食べるなよ」

と言いながら水が充分にあることを確認し、充分に無かったことに気づく。

「あー、水少ないな。急いで入れ替えよう」

そんな感じに慌てている飼い主の横でマイペースにペレットをバリボリしているラビー。

「留守番頼んだぞ」

私はそう声をかけてから、颯爽と家を出た。おにぎりをくわえながら。

　☆

これはまるでアニマルカンパニーうさぎ課に通っていた日々のようで、懐かしい。私は動物駅で降り、うさぎ課があった場所へと歩いていく。

私が生きるこの世界では、アニマルカンパニー社にはうさぎ課はなく、またその場所も少しずれていた。私が通っていたアニマルカンパニー社があった場所は住宅街になっており、うさぎ課があったであろう場所には小さな小学校が建っていた。

一週間前ぐらいにその小学校からうさぎライフネットワークに連絡があった。廃校となるのでうさぎ達の新しい飼い主を探して欲しいとのこと。近い場所ということもあり、懐かしい場所ということもあり、私は直接うさぎ達の様子を見ると先方に伝えた。その日が、今日だ。

校門に着く。そこに書かれている小学校の名前。

「東十条小学校か。不思議な偶然だよな」

その名前を聞いてから調べたのだが、ここら辺の地域が東十条市だからそう名づけられたそうだ。それ以上の意味はない。

キーンコーンカーンコーン。キーンコーンカーンコーン。十二時を示すチャイムが小学校に響き渡る。

「お昼時になってしまってすいません」

「いえいえ、こちらこそ来てくださってありがとうございます。うさぎ小屋まで案内します」

私は教職員の案内を受け、うさぎ小屋へと向かった。

私には確信があった。そもそもラビーを飼い始めたタイミングを思い出せば、それは明らかだった。

うさぎ小屋はとても綺麗だった。他の学校で見た、世話を放棄したうさぎ小屋というのは、それは酷いものだ。だがここは、廃校になるという已む無い事情でうさぎを手放すわけだから、今も変わらず丁寧にうさぎの世話がされているように見える。うさぎの糞も今日出したであろう分ぐらいしか転がっておらず、チモシー草も散らばったりしていない。これだけ丁寧に飼ってくれているのであれば、飼育係もさぞかし寂しい思いをしているだろう。

「うちで飼っているのは、三羽です」

うさぎ小屋には、その飼っているうさぎの名前と絵が貼られていた。その中の一匹に彼女がいた。私はその名前を見て、思わず笑ってしまう。その姿を見て、教職員は不思議そうな顔をする。

「失礼しました。いやなに、同じ名前を持つうさぎさんに会ったことがありましたので」

懐かしく思えた。そして、何故か笑えた。

元気にしてるのだな。

私が写真を撮り始めていると、飼育係らしき女性徒がうさぎの食事を持ってくる。その姿を見たうさぎ達は、入口へと集まる。写真がぶれてしまった。女生徒は小屋の外からうさぎ達に挨拶をする。そして、まずは第一扉の中に入り、その扉を閉める。一般的なうさぎ小屋はここのように扉が二重構造になっていて、うさぎが入退室のときに逃げてしまわないようにしている。うさぎはさっきまで入口付近に集まっていたが、その女生徒が中に入って来たのを見ると、今度は餌箱の方に一斉に移動する。その後、第二扉が開かれ、第一扉と第二扉の間にうさぎがいないことを確認後、閉められる。女生徒は餌箱の周りでうさぎ達に催促されながらも、手に持ったペレットや野菜を容器に投げ入れるのではなく、丁寧に手で掴んで餌箱に入れていく。

この女生徒からは、うさぎへの確かな愛情を感じることが出来る。だから私はお返しとして、デジタルカメラをカバンにしまい、代わりにポラロイドカメラを取り出し、その女生徒と美味しそうに餌を食べるうさぎ達が一緒に写る構図で写真を撮る。そして、餌をあげ終わって外に出てきた女生徒に、

「はい、これ記念写真」

と言ってまだ少し黒いポラロイド写真を手渡す。その女生徒は喜びながらも少し憂いを持った表情をして、

「うさぎさん、お願いします。うちでは飼えないから」

と、お願いしてきた。私は胸を張り、元気よく答える。

「私にまかせなさい！」

その言葉を受け、女生徒は笑顔になる。

「ありがとう、おじさん！」

いや、お兄さんです……。使わないようにしている三点リーダーを使ってしまうぐらいへこんだ。

　☆

一通り写真撮影を終えた私は、事務手続きをするために職員室へと向かおうとする。が、私がうさぎ小屋に背を向けたとき。

「やだーーネギ嫌いーーー」

「こら、待ちなさい！」

元気な声が聞こえる。小学校だからこういうやり取りも日常なのだろう。そう思い、私は気にせず職員室へと向かう。が、

「やだよ、う～、えいっ！」

「こ、こら！　いくら嫌いだからってそんなところに投げちゃダメでしょ」

何か凄く嫌な予感がする。私は振り返る。

光が私を包んでいく。

私は振り返る。すると、それと同時に世界は光に包まれ、気が付くと世界は場面変換し、小学校内だったはずのその場所は、裁判所へとその姿を変えていた。

見覚えのある裁判所。私は傍聴席にいる。周りには誰もいない。

驚きを隠せずに私はキョロキョロ周りを見ていると、声が聞こえ始める。それと同時に、私の周りが再び光に包まれ、さっきまで誰もいなかった裁判所に、あふれるばかりのうさぎたちが現われた。

「静粛に！」

裁判官の位置にいるロップイヤーのうさぎが木槌の代わりにスタンピングしながらそう言った。スタンピングの使い方間違っていないだろうか。それよりも、このうさぎの声は聞き覚えがある。いや、姿からして一目瞭然か。

「お前たちも懲りないやつだな。また食べたのか」

ロップイヤー裁判官が視線を向ける先には、被告うさぎがいる。

「ロップじい、そういうなよ。いきなり目の前にネギが投げ込まれたんだぜ？　そりゃ食べるだろ」

そう言ったドワーフホトうさぎはまだモグモグしている。口の中にまだネギが残っているのだろうか。

「というか、なんだよ、結局俺だけでなく皆も食べたのかよ」

ドワーフホトうさぎのその言葉に、レッキスうさぎは、

「子供がチョコあげるって言ってくれたから、断るのも悪いと思ってね」

そう言いながらパンパンと両手を払い、口元を拭いている。そしてその横にいるネザーランドドワーフうさぎは、

「いや、なんていうか小屋を脱走したときに畑に生えているにんにくを見つけてね」

と裁判所の床に穴を開けながら答える。

彼女らと彼の言い分を聞いたロップイヤー裁判官は、深いため息をつく。そして、言った。

「被告人であるドワーフホトの王子、レッキスの撫子、ネザーランドドワーフの増田。そして、野花真。お前たちに、人間となり我々うさぎの面倒を見るという罰を与える」

異議あり！

私は心の中でそう叫び、そしてロップイヤー裁判官に問いかける。

「ちょ、ちょっと待ってよロップじい。私は関係ないだろ？　しかも元から人間だぞ？！」

私がそう言うと、ロップイヤー裁判官は、間違っていた訂正する、と言って、

「おお、そうだった。野花真は、人間のままで我々うさぎの面倒を見るという罰を与える」

と、宣言した。

「そ、そういうことじゃなくて」

「罪がないと言いたいのかな？」

「そう、それだよ！　私は何もしていないじゃないか」

「それだよ」

「えっ」

ロップイヤー裁判官は、厳しい表情で私を見る。

「私は君があの日に言った、我々うさぎの面倒を見るという言葉を信じ、彼らの呪いを解いた。だがどうだ、君は未だにうさぎ課を導くことすら出来ていやしない」

そう言われると返す言葉もない。

私が理解したのを見て、ロップイヤー裁判官は続ける。

「私たちうさぎは、仲間を大切にする。それは言い換えれば、一人の罪も連帯責任として皆が負うことになるということだ。だから今日召集させていただいた傍聴席にいるうさぎの皆よ。貴方たちも彼ら四人の罪を一緒に償うものとして、昔のように人間となりうさぎ課で働いてもらうこととする」

その言葉を受け、周りから一斉にスタンピング音が聞こえる。

「静粛に！」

ロップイヤー裁判官の木槌代わりのスタンピングが響く。一斉に静まる裁判所。そんな様子を見て、改めて思う。

「ロップじいって、本当に偉かったのね」

改めて私はその存在の偉大さを実感した。

私も彼らの仲間扱いになっていることには気づいていましたか。

「それでは、係官。被告人のうさぎ達を、順に奥の部屋へ」

その言葉を受け、係官が物陰から出てくる。その姿には見覚えがある。

「ラビー、何してるんだよ」

私は思わず声をかける。係官はその声に反応するも視線はこちらに向けずに話す。

「公務ですよ。それから私の本当の名前は、家うさぎです。自宅ではラビーで構いませんが、正式な場ではそう呼んでいただくようお願いします」

もう、うさぎが話すことには慣れたつもりだったが、実際に飼っているうさぎが話をしてるのを見るのはやはり不思議なものだ。そんな私に、ロップイヤー裁判官は補足する。

「彼は君の一次試験の監督だったのだよ。だから君が自宅でどういう風に過ごしていたかも全て報告を受けている。この意味わかるよね」

一瞬で理解した。

「ロップイヤー裁判官、私、野花真。うさぎ課のために命を賭ける所存です」

「うむ、それでいい」

一人だと思って色々やらかしてしまっている秘密。それをばらすということ。なんという脅しか。それでも裁判官か。

「ロップイヤー裁判官、ひとつよろしいでしょうか」

ラビーがロップイヤー裁判官に声をかける。

「野花氏は、あれからうさぎライフネットワークを立ち上げ、それなりに私たちの仲間の命を救ってきています。それに対して何かしらの恩賞を与えてもよいのではないでしょうか」

ラビーのその提案に、ロップイヤー裁判官は頷く。

「そうだな、その通りだ」

そして少し考え込んだあと、私を発言台に来るように手招く。私はうさぎサイズになった裁判所を壊してしまわないように慎重に移動する。そして、発言台になるべく膝を曲げて視線を下げた状態で立つ。そんな私に、ロップイヤー裁判官は言った。

「野花真、本名、野うさぎ」

逆だ逆。

「今日よりアニマルカンパニーの正式社員となり、うさぎ課で働くことを認める！」

ズボンの裾が引っ張られる。足元を見ると、そこにはドワーフホトがいた。

「今日からは同僚だな。改めてよろしくな」

「こちらこそよろしくお願いします。東十条さん」

私はそう言ってドワーフホト姿の東十条さんに触れようとすると、東十条さんは猛ダッシュで奥へと走っていく。そして、言った。

「気安く触ろうとしてるんじゃないよ」

その態度、その言葉に、私は改めて思うのであった。

私は、東十条さんが、嫌いだと。

―　うさぎ課　終　―
おまけエピソード
パーティナイト
仕事が終わった後の週末というのは、人を狂わせる魔力を持っている。夜中から明け方までずっとゲームをして、朝日が昇る頃に目覚まし代わりにシャワーを浴びる。そして再び覚めた眼でゲームを始めるも、数分で猛烈な眠気が襲ってきて、そのまま布団に倒れこむ。そして、眼が覚めたときには夕方になってしまっている。気だるい身体と、一日の半分以上が終わってしまったという焦燥感が襲ってくる。それを解消すべく、またゲームをプレイする。そんな生活を長年送ってきた。

私、野花真は、決意する。今日こそはそんな生活を改め、休日を有意義に過ごすことを。

ピピピ。土曜日なのに目覚ましをかけてやった。ラビーを見ると、こんなに私が早起きするとは思っていなかったのだろう。普段なら私が目を覚ます頃には餌箱付近で待機しているのだが、今日は今から慌てて餌箱に向かっている。私は餌の入った袋からペレットを一掴みして、餌箱に入れようと手を伸ばす。が、ラビーは待ちきれなかったのだろう。私が餌を握る手そのものを噛んでくる。私は噛まれた衝撃で手を広げてしまい、ペレットは餌箱だけに入るのではなく、部屋に拡散されてしまった。だから、今日の有意義な生活その一として、掃除をすることにする。

「唸れ、マイサイクロン掃除機！」

一人そう叫び、私は一人暮らしを始めるときに気が大きくなって買ってしまった高い掃除機を久しぶりに起動させる。おお、さすがサイクロン、凄い勢いでゴミが取れる。と、思いながらも他の掃除機の取れ具合を知らないので適当だ。

ラビーは掃除機の音に最初は少し驚いて固まっていたが、すぐに慣れたのか、ペレットを食べ続けていた。そういえば前に飼っていたうさぎのウーサも、掃除機の音程度では眠りすら妨げることが出来なくなっていたな。

そんなこんなで、気合を入れたので小一時間掃除機をかけた。今日は十一月にしては暑い日なので、掃除をすることでそれなりの汗をかいてしまったようだ。私は着替えようとＴシャツを脱ぎ、そこで思い立つ。今度は洗濯をしようと。

「どうせ誰も見てないし、全部脱ぐか」

シャツだけでなくパンツも脱ぎ、私は全てを洗濯機に突っ込む。これまた勢いで買わされた一人暮らしには大きすぎるドラム式洗濯機だ。私はその他にも溜め込んでいた洗濯対象物を一気に突っ込む。どれだけ溜め込んでも一気に洗えるのだから、ある意味この大きさでも正解だったかも知れない。ラビーを見る。食事が終わったのだろう。ごろんと横になってくつろいでいる。うさぎは風呂に入ることはないが、毛づくろいで綺麗にしたり、毛そのものが生え変わるという着替えをする。ラビーは今の時期が生え変わりのようで、抜けそうな毛があったり、その身体の模様が斑になっていたりする。　

私は自分が着替えるのだからラビーも着替えさせてあげようとブラッシングをすることにした。素っ裸で。ブラッシングするのにもコツがあって、クシそのものを近づけていくと逃げていってしまうので、まずはおでこを撫でる。そうすると気持ち良さそうな顔をして身体を預けてくるので、そこですかさずブラッシング。最初は驚くが、すぐに慣れるようで、そうなれば大人しいものである。気が付けば五分。私はそれなりにこんもりとラビーの毛を抜き取ることに成功する。そして、そこまでやってから洗濯機に服を突っ込むだけ突っ込んで回していなかったことに気づく。どじっこである。
洗濯機をまわし終えた私は、そのままシャワーに入ろうとする。が、そのとき部屋にチャイムが鳴り響く。

「宅配便をお持ちしました」

素っ裸で対応、したら通報される。私は仕方なく新しい服を着て対応することにした。

愛想笑いをしながら受け取った荷物は、二日前に発売されたゲームだ。あのサイトで予約したからこのざまだよ。とりあえずここでゲームをしたらいつもの週末になってしまう。私はそれを未開封のまま部屋の隅に積む。このタワーもだいぶ高くなってきた。

ぐぎゅるるる。お腹が鳴る。そういえばラビーには食事をあげたが、肝心の自分自身は何も食べていなかった。本当は風呂に入ろうと思っていたが、服も着てしまったことだしとりあえず朝御飯にする。
私は買い置きの菓子パンとシールが付いてくるチョコレートを食べる。

「ごちそうさま」

食後にすぐ動くのは良くない。私は食後の少しだけの時間ならいいだろうと、先ほど届いたゲームを開封し、最初のセーブポイントまでやることにした。

その後。おやすみ。

ダメ人間は、いつまで経ってもダメ人間なものである。

　☆

私の身体がいきなり勢いよく転がりだす。声にならなら叫びが出たのと、転がる際に打った鼻が痛い。一体何事と一気に覚めた眼を開くと、そこには何故か素っ裸の女性がいた。その女性は裸のまま私に対して怒りを露わにしている。

「まことさん、なんでよりによってあのシバに私のこと話したんですか！」

シバ？　柴犬？　一瞬何で犬にと思ったが、まさかこの女性は第一セクションにある医務室の担当医の一人、柴村先生のことを言っているのだろうか。確かに私は彼に相談した。

「最近私が太ってきたからダイエットさせるにはどんな餌がいいかとか、寝起きにトイレに行った隙に布団の上でオイタをしちゃうとか、恥ずかしいでしょ！　これでも一応乙女なんですからね」

突っ込みたいことは色々あるが、とりあえずこの女性はラビーであることはわかった。うさぎ課での生活や、あれからうさぎ達が人間へと変身している様子を見ていなければ自分の頭を疑っていたところだ。こういう非日常に慣れてしまっている私自身を疑った方がいいとは思うが。それはさておき、私はまず提案する。

「とりあえず服を来てよ、見てて恥ずかしいのだが」

だがそんな私の提案は怒りを助長しただけだったようだ。

「服なんて持ってないわよ。普段は貴方のペットですからね！」

一般人が聞いたら誤解されそうな台詞である。そして確かにラビーが服を持っているわけが無いのも事実なので、私の服を貸すことにする。

「この白いカッターシャツなんてどうかな」

「あのね、裸の女性に男性ものの大き目の白いカッターシャツを着させて、そういった格好を見て性的興奮を覚えたいのはわかるけど、そういうのはゲームだけにしてよね」

酷い言い草だが当たっているので何も言い返せない。人間化したラビーは自分で探すと言って、クローゼットの中をごそごぞ。そして取り出すは一枚のＴシャツ。

「いいのあるじゃん。これ着るね」

それはこの前うさぎ島に行った時に買った島限定の兎人シャツ。

「おいおい、それは記念に置いてあるやつだぞ」

「けち臭いこと言わない。このＴシャツもおっさんに着られるより私のようなグラマーな女性に着てもらった方が嬉しいでしょう」

確かにその胸の大きさと、素晴らしいぼんきゅっぼん体型は認める。けしからん。ラビーはすぐにそのＴシャツを着ると思ったら、それとジャージのズボンを手に取り、

「先にシャワー浴びる。そうそう、ブラッシングはありがとね」

そう言って、風呂に入っていった。散髪の後に頭を洗いたくなるような心境だろうか。私もシャワー浴びたいので一緒に入る、ないな。
とりあえず。

状況を整理したい。現在時刻は、午後二十時。窓の外は寝る前とは違い暗くなっている。私は部屋にあるゲージを見る。そこにはラビーはいない。そして、部屋を見渡しても、ラビーはいない。ただ私以外の人間がいないはずのこの部屋で、シャワー音がしている。
ということはやはり彼女は疑うことなくラビーなのだろう。アニマルカンパニーで働く人は、元がうさぎや犬、猫などの動物である。　

それはつまり、人間化することが出来るということだ。罪を犯したうさぎが強制的に人間にさせられる場合もあるが、基本的にはその姿を人間や元の動物の姿に自由に変えることが出来る。らしい。

「姿を変えることは出来るのだが、普段は月からの監視が厳しいのだよ。今日みたいな新月の日だけは、治外法権なのさ」

「なるほど」

それなら納得だ。

「東十条さん、追加でもう一つ質問いいですか」

「どんとこい」

「どうやってこの部屋に入ってきたのですか」

まるでさっきからずっと私の横にいたかのように東十条さんは話しかけてきた。だが、さっきまで確かに居なかったはずだ。私がそんなことを思っていると、東十条さんは告白した。

「昼間、宅配便が来ただろ。あれの受け取りのときにこっそりドアの隙間からうさぎの姿で入った」

「何不法侵入しているのですか！」

そして、おかしい。それならさっき私が部屋を見渡したときに気がつくはずだ。

「驚かそうと思ってずっと死角にいた」

これは酷い。だが東十条さんの行動が突拍子も無いことはいつも通りなので、驚いてばかりいても疲れるだけだ。私はとりあえず確認したいことを質問する。

「月からの監視って何ですか」

そもそも現在の科学では、まだ月に生命を見つけることは出来ていない。私の問いかけに、東十条さんは良いところに気がついたね、と言って、教師が黒板を指すような仕草で、カーテンを閉め忘れて外の闇が映っている窓ガラスを指す。

「まず、月に俺たち動物の国があるのは知っているよね」

知るか馬鹿。

ガチャリと音がして、私たちがいる部屋と廊下の間にある扉が開く。そしてそこから現われるのはその胸でＴシャツの文字を大きく歪ませているラビー。ラビーは東十条さんに代わり続きを話す。

「国の名前は、アニマルキングダム。アニマルカンパニーにいる人は大体そこの出身だよ。うさぎ課で働いていたから気がついていたと思うけど、毎週誰かが一週間単位で休んでいただろ。あれは王国に戻っていたのだよ。で、私は王国に戻ったときにシバに出会って、まことさんがこんなことを相談してきたぞニヤニヤ、と恥ずかしい思いをさせられてしまったんだ」

本編で名前が明かされていなかったキャラクター、そして本編に絡んでいない月とその設定。それらをこんなおまけの場所でするとはこれ如何に。

「王国は絶対的な王政で、しかも戒律が厳しい。昔はそうでもなかったのだけど、ある日、ピーター王子がお忍びで地球に来て、そしてさらに羽目を外しすぎた姿を人間に見せ、それを絵本にまとめられるという失態をしたからなんだよ」

「なるほど」

あれはあれで素晴らしい物語なのだが、確かに王子としての品格という点から見ればあまり良くないかも知れない。と言いながらも、いきなりこんな現実離れしている話をされても理解出来ていないと思う。そんな私の状況を把握しつつ、ラビーは続ける。

「だから、王国は地球にいる我々を常に監視している。だけど新月のときは月から地球が観測出来なくなるんだ。その隙を狙って私たちは息抜きをしているというわけ」

「だからそんなだらしない胸と尻で野うさぎ君を誘惑してその欲望を満たそうとしているのね、いやらしいやつだ」

ラビーはＴシャツのしわを直す建前で、その胸を強調する。それは東十条さんへの見せつけだ。

「ごきげんよう、人の飼い主を寝取った泥棒兎さん。相変わらず胸と尻はぺったんこね」

東十条さんとラビーはにらみ合う。この二人はあまり仲が良くないのだろうか。そんなことを思っていると、ラビーは私に、

「シャワーを浴びたらノドが乾いたわね。ラビットティが飲みたいわ。ラヴィアンローズに電話して宅配してもらって」

と、無茶ぶりしてくる。とりあえず電話しろと何度も言ってくるので、仕方なくかける。

『了解しました。今日は野うさぎさんの家でパーティナイトですね。すぐ行きます』

パーティナイトって何ですかと聞く前に電話が切れる。

私は代わりにラビーや東十条さんに聞こうとする。が、ピンポーン。チャイムの音が響く。まさかと思って玄関のドアを開けると、そこには愛撫クイーンがいた。そしてその横には新幹線で見ることが出来る移動販売車がある。いくらなんでも早すぎだ。

「ラヴィアンローズです。パーティナイト会場はこちらでよかったでしょうか」

よくないよ。

「うむ、今日は野うさぎ君の家でやることにした」

と、いつの間にか私の後ろにいた東十条さんが答える。勝手に答えないでいただきたい。

そんなやり取りをしていると、隣の部屋の扉が開く。そして、出てきたのは、

「ちょっとうるさいのですけど。なので私も混ざりますね」

そう文句を言いながら私の部屋に勝手に入っていく増田さんだった。というか絶対隣の住人は増田さんじゃなかったはずだ。一体どうなっているのか。

「今夜は新月。私たちアニマルキングダム住民の人間が唯一息抜きを出来る日。だから、みんな集まって無礼講で楽しもうということ。それが、パーティナイト。多少現実と同期が取れていなくても気にしないほうがいい。禿げるぞ。私みたいに」

そう言ったのは、ロップじい。もう急に人が増えても驚くことはなくなった。

私は皆が部屋の中に入ったのを確認し、自身も部屋に戻る。ほんの少し前まで、私とうさぎであるラビーしかいなかった部屋が、人間化したラビー、東十条さん、愛撫クイーン、増田さん、ロップじい。それだけの人で賑わっていた。

私の姿を見た東十条さんは、まるで宴会の幹事の様に話し始める。

「それでは、今宵も開幕といきますか」

その言葉を合図に、皆は各々缶ビールを手に取る。そして一斉にプシュっという音。愛撫クイーンは戸惑っている私に缶ビールを手渡して開けるように言ってくれる。プシュ。そして、

「「「パーティナイト！」」」

そう言いながら、私たちは乾杯した。

うさぎ達の治外法権の夜が、今始まる。

　☆

「とりあえず聞くけど、皆さんアルコール飲んでも大丈夫なんだね。本編では皆飲まないようにしてたけども」

「うむ。今夜はパーティナイトだからな」

相変わらず説明の少ない東十条さん。愛撫クイーンが補足する。

「うさぎが食してはいけないものというのは、全てキングダムの法律で決められたことなのです。それに合わせて私たちの身体は構成されているので、中毒症状を起こしてしまうのです。ただそれはあくまでうさぎ姿のときだけであり、人間化しているときは、本当に普通の人間と同じなのですよ」

なるほど、そういうことだったのか。東十条さんは、とりあえず細かいことを気にするな、と言いながらゴクゴクモリモリしている。　

二人きりで会うときはあれだけお淑やかなのに、皆がいる前ではどうしてこうも雑なのか。不思議でならない。

それにしても。私自身は正真正銘人間なわけで。そんな人がうさぎだらけのパーティに混ざっている。最初はこの雰囲気に戸惑いを感じていた。だけど持ち前の適応力なのだろうか。お酒の影響なのか。この雰囲気にもう慣れてしまった。

増田さんが、空になった缶ビールを叩いている。

「愛撫クイーン、クッキーはよう」

「あ、私もひとつお願いします」

増田さんとロップじいからの注文。

「もう、ここはラヴィアンローズじゃないんですし、それくらい自分でとって欲しいわね」

愛撫クイーンはそう言いながらも丁寧に色々な種類のクッキーを皿に取り分け増田さんとロップじいに手渡す。増田さんと話をしていたラビーは、増田さんの皿からクッキーをつまみ食いしている。

「やっぱり人間用のクッキーは美味しいよね。うさぎ用のやつは身体を気遣ってくれているのはわかるのだけど、味気ないんだよね」

ラビーのその言葉に、話題はクッキーへ。

「あのうさぎ用のクッキーってさ、結構な量入っているじゃない。あれってどうしても最後の方クッキーが湿っちゃうんだよね」

「そうだよねー。アニマルカンパニー社で管理しているものは乾燥剤を入れた専用タッパーに移し変えているけど、一般家庭にそこまで要求するのはどうかだしね」

ラビーと増田さんは一緒にクッキーを食べながら話している。そして、私に何かアイデアはないかねと問いかけてくる。

「うさぎ商品考案大会で結局一勝も出来なかった野うさぎさんはどうお考えでしょうか」

東十条さんも余計なことを言ってくる。私は東十条さんを軽く睨んだあと、答える。

「人間が食べるクッキーのように、箱の中でさらに個別包装したらどうですかね」

私の提案に、愛撫クイーンは頷いてくれる。

「確かにそれはいいわね。でもそれだと値段高くならないかしら」

「高くなっても大丈夫だと思いますよ。そして、個数も減らしていいと思う。そもそもうさぎに対してクッキーをあげすぎたら健康によく無いですしね。たまにスキンシップやご褒美としてあげる分には、高級感があった方があげる側としても嬉しいですしね」

ロップじいは感心している。

「なるほどのぉ。確かにペットに対しては皆財布の紐が緩くなるものだしな。野うさぎ君、やりますな。でももう聞いちゃったから今度の大会で提案しても無効ね」

酷い話だ。これだから東十条さんは嫌いだ。

「いやいや、今のはロップじいの発言で、私は関係ないでしょう？！」

確かに関係はなかった。でも嫌いだ。
そうだ、ラビーには言いたいことがあったんだ。

「ラビー、とりあえずサラウンドスピーカーを弁償してくれ。あのときはよくもケーブルをずったずたにしてくれたな」

私がそう言うと、ラビーは、異議あり！、と叫ぶ。それを受け、ロップじいは異議を認めますと言った。なんだこの法廷コンボ。

「あれはまことさんが噛める位置にコードを置いてしまっていたのが悪いのよ」

「噛まないという選択肢はないのですか」

「あのね、子供の手が届く範囲にタバコを置いておいて、それで子供が食べてしまったら子供を怒りますか？　そういうことですよ」

「そんな大きな胸しておいて、いまさら子供って」

東十条さんがちゃちゃを入れる。今回ばかりは東十条さんに同意した。そんな私の頭を、スパコーン。ハリセンが襲う。

「増田さん、ハリセンなんかどこから持ち込んだのですか？！」

私がそう言うと、増田さんはニタリと笑う。

「うさぎの女性はね、マフマフに色々なものを隠し持っているものよ」

「でも、今は人間の姿ですよね」

私のその言葉に、何故か部屋にいる皆が一斉に私の方を見て驚く。そんな様子を見て、私自身も驚く。

「人間のときの隠し場所をこんなにストレートに聞くなんて、野うさぎちゃんは本当にドスケベね！」

結局答えを聞くことは出来なかったが、妄想だけが加速した。

「愛撫クイーンさん、質問いいですか」

「撫子って呼んでくれたらね」

「あ、じゃあいいです」

パーティナイト、完。

「いやいや、まだ夜はこれからですよ」

本当に自由な夜だ。愛撫クイーンは仕方ないわね、と言って、質問どうぞと言ってくれる。

「うさぎって、どこを撫でられるのが一番気持ち良いのですかね。私の中では、おでこか背中側の耳の付け根付近のどちらかだと思っています。一般的にはおでこって言われていますが、それは甘えるときにおでこから来るからで、実際は耳の付け根の方が気持ち良さそうに思えるのですよね」

私がそう言うと、愛撫クイーンはずばり答える。

「どっちも一番。うさぎも人間と同様に、同じことばかりされていると飽きてくるもの。なのでどこか一箇所だけをずっと撫でられても次第に飽きてしまうのね。そういう意味で色々な場所を交互に撫でてあげることが大切よ」

マッサージ大会での優勝者の意見は伊達じゃない。

「でも本当の意味での一番は、愛している人に触られることだね。そういう意味ではラビーは幸せそうでいいなぁ。私も彼氏かご主人様が欲しいなぁ」

ご主人様という言葉にピクっと反応するロップじい。いやらしいやつだ。もちろん私も反応したが。そんなどうでもいいことはさておき、愛撫クイーンの言葉を受け、ラビーは恥ずかしそうに答える。

「まことさんは、それはもう激しく全身を撫でてくるのよ。表も裏も容赦なく触ってくるの」

ラビーはだいぶ酔いが回っているのか、饒舌だ。そして余計なことまで話している。

「きゃー、野うさぎ君いやらしー」

東十条さんの煽り。私はそれを聞いて、東十条さんにニヤリとした表情を返す。ふふふ、馬鹿だな。東十条さんのいやらしい秘密なら私も知っている。それをここで、

「あーーーやっちゃった」

そんな私の決意は、増田さんがラビットティを床にこぼしてしまったハプニングでかき消された。

まことについてない。なんちゃって。
　☆
まだまだパーティナイトは続いているけれど、私は火照ってしまった身体を少し冷やそうと、ベランダに出る。
夜風が心地よい。
「良い新月の夜だな」
私は一人、呟く。
「そうだね」
そんな私の独り言に答える人が当然いて、その姿も当然のように私の横にある。だが私はもうそんなことは気にすることはない。

私は彼女に視線を合わせることなく、話し始める。

「なぁ、こんな話、知っているかい」
彼女も特に返事が必要ではないことを悟ってくれているのか、黙って私と同じように空に映る新月を眺めている。
「うさぎは、その命を全うしたなら、月に帰る。そしてそこで餅つきをして余生を暮らしていくという話。そんな話を私は小さい頃に聞かされたりした。でもね、それって寂しいことだよね」
私はそっと彼女の指先に触れる。その手が握り返される。
「そんな話は真実ではなくて、私はこう考えているんだ」
うさぎは、その命を全うしたなら、月に帰る。そしてそこで大量の粘土をまるで餅つきのようにしてこねる。そのこねた粘土で、うさぎの姿を創り出す。そして、それに自身の命を投影させ、その姿で再び地球にやってくる。
「だから、その姿形は前までのうさぎのそれとは全く異なるけれど、魂は同じ存在なんだ」
それは人間独特の都合の良い解釈なのかも知れない。だけど、うさぎ好きだけが知りえる真実でもある。

私は彼女を見つめる。

「君は、ウーサだね」
　☆
気がつくと、部屋の中から多数の視線。
「この雰囲気は、キスするぞ。撮影班準備早く！」
私は我に返り、ベランダから再び部屋に戻り、照れながら怒る。
今宵は、うさぎ達のパーティナイト。
終わることのない、闇が私たちを照らす、そんな新月の夜。

―　おまけエピソード　終　―

◆あとがき

この本を手にとっていただき、ありがとうございます。初めての方は、こんにちは。過去の作品を読んでいただいている方は、お久しぶりです。落選が続いたので一年半ぶりの作品になります。
　
　コミックマーケットに初出展してから、実に六年の時が経ちました。その間、色々なことがありました。気愛を入れて作品を作るも、ほんの少しの人にしか見てもらえなかった現実。あのときは本当に気落ちしました。でも翌回以降も運よく当選することが出来、懲りずに出展したときに面白かったですと言ってくれる人がいたのも現実。あのときは本当に執筆していて良かったと思いました。

しばらく落選が続いていましたが、それでも懲りずにコミックマーケットという場に申し込みを続けたのは、そういう読んでいただけた方とのほんの少しのやりとりだけでも嬉しかったからです。

なので、私に対して出せとは言いませんが、出来たら面白かったと思った同人誌を書かれた作家さんには、感想を伝えてあげてください。泣いて喜ぶと思います。
今回の作品は、うさぎを題材にしております。私は家でうさぎを飼っているということもあり、いつかうさぎ本を出したい思っていました。うさぎが活躍する物語と言えば、ピーターラビットやバックスバニーがありますよね。そういったうさぎの擬人化による作品も素晴らしいし面白いわけですが、私がうさぎ本を出すなら私らしさを出したいとずっと思っていました。そんなとき、定期購読しているうさぎの雑誌に、うさぎ商品の新しいアイデアを考えてみようというコーナーがあるのを見つけました。それを見て、これだ！と思いました。私は自身で色々とうさぎに対する商品を考えていましたので、それを公開していく形にすればいいかな、いやまてよ、アイデアを競わせるという形にすれば、最近の私の小説に取り入れるようにしているＶＳモードも上手く使えるのではないか、さらにその戦いを通じて主人公が成長していけばいいのではないか、これはいける！などと一人盛り上がった次第です。というのが、一昨年ぐらいでしょうか。うさぎ年に合わせてこの想いを込めたうさぎ本を出そうと思っていましたが、不運なことに夏も冬も落選となりました。だから少し遅れたうさぎ本となりますが、年中うさぎ記念日だから気にしないことにします。
今回の作品では、今までずっと避けてきた挿絵を入れてみました。どうだったでしょうか。あくまで物語を伝えるのは文章力で勝負するところですが、三百ページ近く読んでいただくわけですから、オアシスも必要ですよね。毎日御飯ばかりだと飽きますよね、パンを食べたくなりますよね。そういうことなのかなと思います。
そろそろ小説以外の話題ということで、現在プレイしている最終幻想十四で言いたいことがあります。ハムレットなんとかしろ。本気でココロが折れましたよ。あの仕様だけは許されないです。

リディル鯖でYoro Synkの名前でプレイしていますので、同じ鯖の方いましたら一緒にハムレットしましょう☆

　ファイナルファンタジーXIの方は、ヴァナフェスに参加してきました。懐かしい想いを出来ましたし、人の多さにコミケの予行練習の様でした（汗。ガチャではメキラさんが当たりましたが、ＥＡとトレードすることが出来たので、一気に忍ＡＦ３＋２が揃ったという汚い忍者であります。新しい拡張ディスクも発表されましたし、本格的に戻りたい気もしますが、それでも今は新生に期待して十四を続けるよ！

去年ぐらいから本格的にダイエットをしておりまして、現在二十キロマイナスすることが出来ました。服もＬサイズからスリムＭに変わり、色々な服を着る楽しみが増えました。齢三十にして、普通の人になりつつある気がします（汗。

ダイエットの方法を紹介してみます。朝食は特に食事制限をすることはなく、ご飯と卵焼きとおかず、そして腸管理としてＬＧなヨーグルトを食べていました。昼は豆乳おからクッキーと野菜ジュースにしました。それにより取得カロリーが今までに比べて五百キロカロリーぐらいマイナスとなりました。最初はきついかなと思いましたが、クッキーは結構お腹で膨れるというのと、食事の時間が短くなるのでいつも以上にくつろげるということがメリットでした。夕食は白ご飯を無しにして代わりに納豆を一パック食べることにしました。あとはキャベツを制限無しに食べるようにもしました。運動では、アニメを見ながら一時間ほどエアロバイクをしていました。ながらエアロバイクなので続けるのは苦にならず、むしろ続きを見たいので早くしたいと思ったぐらいです。あとは、もちろんオヤツは無しにして、ジュースはただの炭酸水にしました。以上です。

そうそう。ヴァナフェスに参加するために東京へと移動する際に、初めて夜行バスを利用しました。これまでコミケへ参加するときは夜行電車やリッチに新幹線だったので、乗るまではかなりどきどきでしたが、道中はそれなりに眠ることが出来たので悪くはなかったです。でもやっぱり降りたあとにお風呂に入りたかったです（汗。
次回の作品で遂に十作品目になります。二桁突入です。まだまだ創作意欲は衰えていないですよっ。なので、無事当選したあかつきには、再び作品を手にとっていただけることを祈っております。

それでは、読んでいただいた皆さんに感謝の気持ちと、次も逢えることを願って。
―See You   　よろしんく

◆サークル「神紅の壷」　過去作品紹介

　【シティトレイン】
発行　¨二○○六年八月十二日（土）Ｃ七〇
　　　

　神紅の壺、作品第一弾。街を走る電車シティトレイン。

その車内で行われている企画を考案している青年の物語。
カントリートレインまでの作品の基礎となった作品。
【ＦＯＲ　ＢｒｏｔｈｅＲ】

発行　¨二○○六年十二月三十日（土）Ｃ七一

　　　　　　　
第二弾にして迷走した作品。兄弟の生き様を描こうとして、

怪しいだけの作品になりました。ライバル社初登場です。
　【ＶＳ上司】
発行　¨二○○七年八月十九日（日）Ｃ七二

　　　　　　　
シティトレインを企画する部署での部下と上司の戦いを
描いた物語です。この作品辺りから主人公とヒロインの関係
は完全に私の趣味になっています。女上司いいですよね。
【伝えるのは文字で】　
発行　¨二○○七年十二月三十日（日）Ｃ七三
　　　　　　　
私鉄カントリーサイドを舞台にした、自分の手で文字を書　

いて伝えることをテーマにした物語。伝聞という言葉に対抗

して伝文というのを作ろうとした覚えがあります。
そんな言葉遊びより、もっと内容を詰めるべきだった作品。
　【恋人募集中】

発行　¨二○○八年八月十七日（日）Ｃ七四
　　　　　　　
恋人に振られた主人公がお見合いを決意し、それに向けて
自分自身を見つめなおしていく物語。作者も恋人募集中。
贅沢言わないので一緒に創作活動してくれる人募集中。
【カントリートレイン】

発行　¨二○○九年八月十六日（日）Ｃ七六
　　　　　　　
恋人である小城葉月と電車の旅をしている赤坂紅葉。
この旅を経て、二人はどのように変わるのか、成長するのか。

　　　シティトレインから始まった舞台設定の総決算。この作品で、

第一作から続いていたシリーズは、いったん終了。
　　　
【向日側の日向】

発行　¨二○一〇年八月十五日（日）Ｃ七八
　　　　　　　
向日と日向の物語。日向が長期療養となったことから、

向日がその仕事のリカバリーをしていくことに。その中での

出会いを思い切り自分の趣味で書いた妄想作品。お気に入り。
【よかったら、見ていってください。】

発行　¨二○一〇年十二月二十九日（水）Ｃ七九
　　　　　　　
行方不明の兄を探す弟と妹。ひょんなことから事件に巻き

込まれ、それを解決していくことで見えてくる真実。
この作品の後、落選が続くとはそのときは思いもしなかった。
―TO BE CONTINUED...
◆INFORMATION

製作・著作◆　よろしんく
　サークル◆　神紅の壷（シンクのツボ）
メール◆　synk_kun@hotmail.com

HP◆　http://www.eonet.ne.jp/~synk/index.html
　
 　　　　　　　　　　
　　 

